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　自動車販売店の朝は早い。朝、八時半には出勤して、店舗の周りを掃はいて、展示車や試乗車を洗い、事務所の掃除やら何やらをしていれば、すぐに時間は経ってしまう。

　地元の女子大を卒業後、車と接客の好きだった私、下しも田だ真ま利り亜あは、この自動車販売会社に入社した。仕事は楽しい。好きな車に毎日触れられるし、お客様も良い方ばかりだった。新車やメンテナンスの案内なども、「下田さんが言うなら」などと話を聞いていただける。お客様からの信頼が、私は純粋に嬉しかった。誠実な営業が功を奏したのか、もう五年もの間、私はこの店舗でトップを譲ったことがなかった。上役からは「優秀な女の子」としてかわいがられる立場の私を、同僚の営業の男性陣はおもしろく思っていない。店舗内で自分は浮いた存在だと認識してはいたが、あまり気にしないようにしていた。同僚だってそれなりに大人であるし、最低限のコミュニケーションをとってはくれる。

　九時半からは朝礼だ。月次目標、販売スケジュールなどを店長が伝えていく。事務所の中は静かだった。地方都市の街道筋にある小さな販売店で、八人ほどの営業職の他は、メカニックが六人と、内勤のパートさんが一人、あとは副店長と店長だけだ。いや、あと一人、メカニックの契約社員がいる。

　その契約社員が、問題だった。

「……おはよぉさん」

　店長が長々と今月の目標などを話している中、しまりのない挨拶が聞こえてきた。声の主は、富とみ永なが修しゅう司じ、四十二歳。この店舗の整備主任代理だった。主任代理とはいっても、正規の主任はいない。本来なら、勤務歴からは富永さんが主任になるべきなのだが、再三にわたる正社員への登用を固辞し、彼は契約社員としてこの店に勤務している。私が新入社員で赴任してきた時も、富永さんはここの整備主任代理だった。詳しくは知らないが、もう十年は主任代理のままらしい。

　富永さんは、オールバックの黒髪をなでつけつつ、あくびを隠しもせず朝礼に加わった。百八十センチを超える細身の身体を、メカニックの制服である紺のツナギに包み、猫背気味に腕を組んで立つ様子はふてぶてしい。彫りの深い面長の顔は高い鼻び梁りょうやくっきりとした二重とも相まって、初対面の人にはハーフと思われることもあるそうだ。そのせいか、女性にはやたらモテる。らしい。特に水商売の女性にはモテるそうで、「スナックの女の子が、全部トミさんにいっちゃってまいった」なんてことを、一緒に飲みに行った同僚がこぼしていたのを小耳に挟んだこともある。独身だそうだが、バツイチだとか、そんな噂もあった。とにかく女性が好きなのだ、富永さんはそんな男性なのだと、私は認識していた。

「……富永君、朝礼には参加してくれと、いつも言っているだろう」

　いつのまにか副店長が富永さんの隣に移動し、小言を囁いていた。富永さんは副店長のその言葉を鼻で笑い、低い声で返す。

「はは、俺の契約は十時から十九時ですしね、それには間に合うように来ていますよ？　もし朝礼も勤務時間だとおっしゃるのであれば、その際は九時半から十八時半の契約にしていただきたいですねぇ」

　この店舗の営業時間は十九時までだ。十八時半に帰られたら、飛び込み修理のお客様に対応できないかもしれない。そんな副店長の弱みを、富永さんはよくわかっている。他のメカニックもある程度の整備はもちろんできるけれど、富永さんの技術はダントツだ。営業もそれは知っていて、お客様からの面倒くさい修理依頼を、富永さんに押しつけているのをよく見かける。

　そして富永さんは、協調性がないタイプではない。メカニックの部下達からはとても慕われていて、丁寧で素早い整備はこの店舗の成績を押し上げている。主任代理の富永さんが率先して定時退社するおかげで、メカニックの無駄な残業がなく、離職率が低いことを店長も副店長もよくわかっている。

　ただ、旧ふるいタイプの社員には、そういった勤務形態が気にいらない者もいる。富永さんも、この店舗では浮いていた。そして、私もこの店舗では浮いている存在で、お互いになんとなく話すことも多かった。

　朝礼が十五分ほどで終わり、従業員は小休止をとる。十時の開店からはそうそう休憩はとれない。水を買いに休憩室に行くと、富永さんが若いメカニックと缶コーヒーを飲んでいた。

「トミさん、ゆうべの飲み屋の、元ＣＡとかいう女の子、どうだったんすか？」

「……あ〜、全然よ、全然。さんざんタダ酒飲まれてドロンよ」

「ははっ、さすがのトミさんもダメだったっすかぁ」

「いーんだよ！　きれいなおネェちゃんと一時間も話せて旨い酒を飲めたんだ。酒代くらいなら安いもんだ」

「悔しい、って顔に書いてありますよ？」

　昨日の飲み会の話をしているのだろう。私は眉をひそめた。富永さんはそんな私に気づくと、片手をあげてウインクしてくる。「じゃ俺、先に整備場行ってます」若いメカニックは、私と富永さんを休憩室に残して整備場に消えていった。

「おー、下田ちゃん、おはよーさん」

　バツが悪そうに、富永さんは頭をくしゃくしゃとかいた。整髪料できれいに撫でつけられていた髪の毛が乱れ、クセの強い後れ毛が首筋で跳ねる。

「……富永さん、おはようございます。また、副店長に注意されてたんですか？」

　富永さんは大げさに顔をしかめた。彫りの深い顔立ちで大きな表情を作られると、ちょっと外国の俳優のようにも見えて、確かにかっこいい。

「あの野郎、いろいろうるせぇんだよな、だぁれが正社員なんかになるかっつの、こき使おうとしやがって。サービス残業とかなぁ、バカバカしい」

「……お言葉ですが、私も一応、正社員なのですが」

　私の勤務も本来なら、十時から十九時という建前になっている。八時半に出勤するのはあくまでも自主的なことで、当然だが手当は出ていない。閉店後も残務を片づけたり、翌日の準備をしたり、大体帰宅は二十一時近くなる。それでも残業は決まった時間しかつけてはいけないので、超過した分はサービス残業になってしまう。

　ただ、販売した車の台数に合わせて報奨金がもらえるので、まだマシだと私は思っていた。努力すればお給料が増えるので、サービス残業とはいってもそこまで苦ではない。

「下田ちゃんは営業で歩合だろうが。売れば売るだけ給料増えるだろ。俺らメカニックはいっくら整備したとこで歩合もないしなぁ。虚むなしいだけだっつの」

　冗談めかした口調だったが、裏方であるメカニックの本音でもあるのだろう。富永さんは照れくさげに肩をすくめる。

「……ごめんな、下田ちゃんに言ってもしょうがないことだったよな、今日も一日がんばろうぜ！」

　飲みかけだった缶コーヒーをあおると、富永さんは整備場の方へ行こうと私に背を向けた。私はその背中に小さく手を振ろうとして、富永さんのツナギのポケットから何かが垂れているのに気づいた。何連か繋がった、アルミパウチの四角い物がぶら下がっている。

「富永さん、ポケットから何か出ていますよ？」

「んあ？　ああ、どれだ？」

　富永さんはツナギの、反対側のポケットを探る。私はもどかしく思い、手を伸ばしてそのアルミパウチを引っ張った。するり、と三個つながったそれが引き出され、私はしげしげと見る。

「……ネイルリムーバーですか？　富永さんもネイルされるんですね」

　メカニックの仕事は、指先を酷使する。爪が割れたりもするので、ネイルが必要なのだろう。そう思った私の言葉に、富永さんの目がびっくりしたように見開かれ、そしておかしげな笑い声が休憩室に響いた。
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「うははは、下田ちゃん、何言ってんだって。いや、これは事故だからな、念のため持ってたヤツだからな？　セクハラしようとか、そういうんじゃねぇ、から……？」

　きょとんと目を開いたままのの表情を、富永さんはしみじみと見つめてくる。

「……セクハラ？」

　ネイルリムーバーの何がセクハラなんだろうか。本当に意味が理解できず、私は富永さんの黒い瞳を見つめ返す。

「……まさか、わかんねぇのか、そうか、下田ちゃんがなぁ……、いやその、忘れろよ？下田ちゃんは清いままでいろ」

「清い、とか、いったいなんなんですか？」

「イヤイヤイヤ、なぁ？」

　決して上手ではないごまかし方で、富永さんが手を伸ばして私の持っているアルミパウチを取ろうとする。何をごまかそうとしているのか、私はその時、意地になっていた。

「ごまかなさいでください。なんの話なんですか？」

「……あぁー、もう、これは、コンドームなんだよ、避妊具！　セックスの時、使うんだよ！　そこまで言わなきゃわかんないのか、ったく……」

　しびれを切らせたのか、富永さんが声をひそめながらも強い口調で、私の手からコンドームをひったくっていった。同時に、私の顔面が真っ赤に上気する。 

　ばれた。よりにもよって、富永さんに私の秘密がばれた、と焦った私の瞳がじわりとにじんだ。

　私、下田真利亜は、二十七歳で、社会人五年目で、いまだに処女だった。当然、コンドームなど見たことはない。別に不細工でもなければ、特にスタイルが悪い訳でもない、と自分では思っている。ルックスだって、営業職ができる程度の見た目だと思う。服装も髪形も、仕事ではスーツに似合うように黒髪のセミロングだけど、オフの日はおしゃれをするのも好きだ。もしかしたら、少し胸が大きすぎるのかもしれない。Ｆカップもあるので、スーツは少し胸がきつい時もある。でも、男性は大きい胸の方が好きだと聞くし、それはモテない原因ではないと思う。

　私には、好きな男性ができたこともなかった。

　実家から通える大学に行ってほしい、という両親の意見を聞いて、地元の女子大に行ったのがよくなかったのだろうか。他のクラスメートは遊んでいたようだったが、私はせっかく両親に学費を払ってもらっているのだし、と勉学に明け暮れた。おかげで優秀な成績で卒業することができ、この就職難の中、すんなりと希望する職種の正社員として採用された。

　就職してからも、彼氏を作るのは社会人として一人前になってから、と思い、私は一生懸命この仕事をがんばった。土日は必ず出勤だし、友達や知人とはほとんど休みが合わない。加えて、朝は早く夜は遅く、周囲とはどんどん距離が離れていった。それを寂しいと思うこともあったけれど、でも仕事の方がおもしろく、気づけば私は、彼氏どころか、初恋も知らないまま「アラサー」と呼ばれる年齢になっていた。両親はいい年をして男の影もない娘に少しやきもきしているようだったが、強いことは言ってこない。

　顔を真っ赤にしてうつむく私を見て、富永さんは何かを察したようだった。

「……あ〜、すまんな、きつく聞こえたか？」

　遊び人の、女性にモテる富永さんの目には、こんな、非モテのアラサー処女なんてみっともなく映るに違いない。私は勝手に傷ついて泣きそうになっていた。「富永さんにそう思われること」が、なんでそんなに傷つくのか、その時の私は、よくわかっていなかった。

　富永さんの申し訳なさそうな口調に、ますます落ち込んでくる。どんよりした空気を払おうと、富永さんが下を向く私の髪をくしゃくしゃと撫でる。

「俺が言うのもナンだが…。その年まで守ってるって、真面目で、下田ちゃんらしくていいと思うがな」

「……慰めていただいて、ありがとうございます」

　私はやっと声を絞り出して頭を下げ、事務所に向かおうと富永さんに背中を向けた。早く自分のデスクに戻らねば。今日も午前中から商談予約がある。それまでに、この落ち込む気分を立て直せるか、それが心配だった。

　私の落ち込みは、結構長く続いてしまった。富永さんが、何かを言ってきたわけではない。富永さんの態度は、以前と何も変わらなかった。もしかしたら、酒の席なんかでおもしろおかしく話されて、店舗中の噂になったら、なんて疑心暗鬼にもなっていたが、そんなことは全くなかった。

　ただ、しばらく富永さんを観察していて気づいたことがあった。私に対しても、他の女性に対しても、「女好きでだらしない」イメージとは違い、富永さんはとても紳士的だった。他の男性社員のように、女性だからとぞんざいに扱うことも、妙に持ち上げるようなこともなく、こちらの話もよく聞いてくれる。ボディタッチも、あの時に頭を撫でられたのを除いて皆無だった。上役に対する反抗的な態度とは裏腹に、女性でなくても、同僚や部下には礼儀をもって接してくれている。

　だから富永さんは女性にモテるのか、と私は思った。話を聞いてくれて、丁寧で優しい。だから、水商売の女性は富永さんに集まるのかと、そう考えると、私の胸に何か重たくて苦いものが溜まっていく。

　


　それからまた一週間ほど経って、前月の月次成績が朝礼で発表される、そんな時期になった。

「……先月の営業成績トップは、下田真利亜君。全社の中でも四位だったぞ。下田君、おめでとう」

　店長の嬉しそうな声と、まばらな拍手の中、私は前に出て金一封を受け取る。

「この店舗では、下田君が営業トップを独占しているな。どうだ、女性に負けて恥ずかしくないのか？　やる気を出せ！　以上、営業の男性諸君の奮起に期待する！」

　発破をかけているつもりなのだろうけれど、男性の営業職の社員だってもちろん努力している。店長のその言葉は、私には迷惑にしかならない。男性社員からの突き刺さるような視線の中、私は自分のデスクに戻る。

「……では、店長からの訓示は以上です。私からは昇進の内示を行います。えー、下田真利亜君！」

「は、はい！」

　続く副店長からの言葉に、私は背筋を伸ばした。さらに事務所内の視線が私に集められる。

「下田君に、営業主任代理に昇進、との内示が出た。スピード昇進だと、本社の方からもお褒めの言葉をいただいているぞ。私も上役として鼻が高いな！」

　がんばりが認められたのも、結果が出たのも、それは単純に嬉しかった。でも今の営業主任は、勤続十五年を越えた男性だったし、その他にも、勤続十年を越えた男性営業職が二人はいる。年上の部下に、どう指示を出せば従ってくれるのだろうか。心の中に不安が湧きおこってくる。落ち込みかねない心をなんとか浮上させたくて、朝礼の後は休憩室へと自然に足が向かった。富永さんなら、話を聞いてくれる。今の私の不安を、笑い飛ばしてくれるんじゃないかと、期待してしまっていた。

　暗い廊下の先の、休憩室の古ぼけたドアが目に入る。ドアノブに手を伸ばそうとした時に、中の会話が耳に入った。

「……下田が昇進とか、やってられねぇよなぁ」

　鼓動が跳ね上がる。同僚の、男性営業職の声だ。

「ほんとに、やる気なくなるっすよねぇ。しっかしあいつ、なんであんなトップ続いてるんすかね。セールスで鬼電してるのとか、見たことないのに」

「……あれだろ、女の武器だろ、ははっ」

　決めつけるような言葉に、背筋がぞわっと総毛立つ。

「知ってますか、トミさん。あいつＦカップとかあるんすよ？　おっさんホイホイじゃないっすか！」

　富永さんもいるんだ、と涙がうっすら滲にじんできた。もう、この仕事は辞めなければいけないのではと、そんな考えも心に浮かんでくる。

「うわぁ……、枕とかやったらイチコロだろ。色気ない顔して、結構エグいな〜」

「……いい加減にしろ」

　ドアの向こう側から、低く、怒りを抑え込んだような声が聞こえた。富永さんの声だった。今まで聞いたこともないようなドスの効いた声に、中の営業の二人が怯むのが気配でわかる。

「そんなんで成績が上がるんなら、じゃあ、てめぇも枕でもなんでもすりゃいいだろ。顧客は野郎とは限らねぇんだ、オバサン相手に腰でも振ってろ」

　同僚に、酷いことを言われて悔しいはずなのに、富永さんの言葉を聞いて、私の胸が熱くなる。

「下田が、あいつがそんなことしてる訳ねえぞ。みっともねぇんだよ。実力で負けてんのを認めろ！」

　富永さんの強い言葉に混じって、「……いや、別にそういうことじゃなくて」とか「そこまで言わなくても……」とか、言い訳が聞こえてくる。

「くっそ、気分悪くなったぜ……」

　立ち上がる気配がして、私は慌てて休憩室のドアから離れた。廊下の途中の女子トイレに飛び込み、富永さんが通り過ぎるのを待つ。

　トイレの個室で、今の出来事を反はん芻すうしていると、自然と涙が滲んでくる。枕営業なんかしている訳がない。だって私はまだ、処女なんだ。男の人に恋をしたこともない。

（恋を、したこともない）

　それは、嘘なんじゃないか。私は、富永さんのことを思い浮かべてみる。

　富永さんの、紺のツナギの後ろ姿。腰に手を当てて、工具をいっぱいぶら下げて、若手のメカニックに指示を出している後ろ姿。缶コーヒーを握る、意外と細くて長い富永さんの指。男の人らしくてゴツゴツしてるんだけど、白くてきれいで繊細で、あの指でいつも整備しているんだ、と思うと胸がときめく。一回だけ、頭を撫でてくれた感触は、私の中にずっと残っていた。あとは、匂い。機械油なんだろうか、ツナギを着るといつも車と同じ匂いになって、私は、富永さんのあの匂いが好きだった。

「……好き、なんだ」

　トイレの個室で一人つぶやいてみて、私はやっと自分の初恋を自覚した。私は、富永さんのことが好きなんだ。甘くて苦しい気持ちが、私の中で沸き上がった。

　あと五分で開店時間だ。私は洗面台で、自分の顔を真っ正面から見つめる。今朝だけでもいろいろありすぎて、勤務前からすっかり疲れた表情になっている。苦笑しながら化粧崩れを直し、鏡の中の自分に向かって活かつを入れる。

　『今日も一日、がんばろうぜ！』

　富永さんの、いつものせりふが頭に浮かんでくる。そうだ、がんばろう。もっと自分の仕事に誇りを持てるように、私はがんばらなきゃいけない。

　パチンッ、と頬を両手ではたき気合を入れ、私は事務所に戻っていった。

　


　それからは、仕事もうまくいっていた。月初に正式な辞令が届き、私は営業主任代理に昇進した。私の昇進について、酷いことを言っていた営業も自分の仕事に忙しく、その後に嫌みを言われたりなどはなかった。もしかしたら、富永さんが釘を刺してくれたおかげなのかもしれない思うと、少し嬉しくなる。

　私と富永さんは相変わらずで、業務連絡以外では、たまに休憩室で会う他は特に接点もなく、私の気持ちが気づかれることもなかった。

　私はそれでいいと思っていた。富永さんはきっと、水商売の女性のような、派手できれいなお姉さんが好みなのだろう。私のような、地味で真面目なアラサー処女になんか、好かれたって迷惑なだけだろう。こんな気持ちなんか、そのうちなくなるんだから、私が何も言わなければいい。そう考えて、私は私の恋心を押し殺していた。

　変化があったのは、少し経って、店休日明けにリコールが発表されてからだった。朝礼で店長が、リコールの概要とおおまかなスケジュールを発表する。

「……えー、この度のリコールですが、エアバックの部品の不全ということで、我が社で取り扱っている車種は、ほぼ全車種該当します」

　思わず、事務所内でみんなが顔を見合わせる。私も、相変わらず遅れて出勤してきていた富永さんと、視線を合わせていた。ほぼ全車種が該当するリコールとなると、忙しくなるだろう。事務所の中に重い空気が漂った。

「該当車種は多いですが、作業自体は三、四十分程度だと本社の整備部からありました」

　店長の言葉に、従業員が少しほっとした様子になった。その程度の作業時間で済むなら、うまくスケジュールを組めば、それほど普段の業務に食い込んだりはしないだろう。早速、私は工程表を組むことにした。

　


　リコールの発表から十日が経ち、問い合わせ電話も落ち着き、スケジュールも着々と埋まっていった。だいたい、日に七〜八台であれば、本来の業務に食い込まず毎日リコール修理をこなしていける。そんな目処も立った。表計算ソフトで私の組んだ表も、使いやすいと好評で、今まで使っていた紙の予約表の出番はなくなっていた。

「下田君の表、なかなか使いやすくていいねぇ。昇進してからもがんばってくれて、嬉しいぞ！」

　デスクでパソコンを操作していると、店長にスーツの背中を叩かれる。気合を入れているつもりなのかもしれないが、正直それほど気分のいいモノではない。

「はぁ……。ありがとうございます……」

「わっはっは！　本社の方にも下田君の予定表を事例報告しといてあるからね。また金一封がでてしまうかもなぁ〜」

　気のない返事をすれば、店長は更にボディタッチを追加し、私の肩を揉んでくる。嫌だ、と言えない中、手元の電話が光った。

「……すいません、内線、出ます」

　店長の手を払い受話器を耳に当てると、富永さんの声がした。

　『よーぉ、下田ちゃん、ちょっと困ってるんだけどな。整備場まで来てくれ』

「は、はい、すぐ行きます！」

　立ち上がって足早に整備場の方に向かえば、店長は残念そうに私の背中を見送ってくる。

「下田ちゃん、いらっしゃい」

　整備場につけば、富永さんが笑いながらペットボトルを押しつけてきた。

「あの、何かトラブルですか？」

「ん？　ああいや、間違えて水買っちまったから、ひきとってくんないか、ってさ」

「……それだけ、ですか？」

　何か、整備で困ったことがあったのかと、急いで来たのがバカみたいだ。私はほっとため息をついた。

「……あと、店長に絡まれてただろ。結構見えるんだぜ？　事務所の中」

　整備場から事務所は、柱の影になりつつも、ある程度は見通せる。考えたら、富永さんはいつも缶コーヒーしか買わないし、ペットボトルを間違えて買うなんてないだろう。なんで富永さんが私のことを呼んだのか、それがわかって、胸がまたぎゅうと苦しくなった。

「あ……、その、ありがとうございます」

「いやいや。俺ははっきりスケベのおっさんでいたいからな、店長みてぇな、むっつりスケベのオヤジは許しておけないってだけだ」

「あはは、富永さん、潔いですね！」

　はっきりスケベ、という言葉に、つい吹き出してしまった。勤務中はずっと気を張って、真面目な顔をしていたいのだけれど、富永さんの前だと私は泣いたり笑ったり、真っ赤になったり、いろいろ忙しい。

（……やっぱり、好きだな）

　整備場の淀んだ、機械油の匂いが漂う空気の中で、横に立つ富永さんの彫りの深い顔にちらちら視線を走らせる。店長に触られるのはスーツ越しでもあんなに嫌なのに、富永さんには素肌だって、もっと奥にだって触ってほしいと思ってしまう。

　そんなことは絶対に言えないけれど、それでも私は幸せを感じていた。

　


　問題が発生したのは、その日の午後だった。

「十三時からのリコール予約、かぶってねぇか？」

　それは、営業の一言から判明した。焦って調べると、今日の午後分に、重複した予約が十件もある。しかも折おり悪あしく日曜日で、ただでさえ整備予約が多く、スケジュールはパンパンな状態だった。このままだと、リコールの対応ができないばかりでなく、来店いただいたお客様を、長時間お待たせしてしまう可能性がある。

「……下田君、これはどういうことなんだね」

　さっきは猫なで声で私の肩を揉んでいた店長が、きつい口調で詰問してきた。

「申し訳ありません！　私の責任です！」

　ざっと見たところ、これは私の作成した予約表の不備だった。来月分と今月分が区別できていなく、最大限の予約数が増えてしまったせいだった。

「あ〜あ〜、どうするんだよこれぇ〜」

　聞こえよがしに、営業主任が大きな声をあげ、私を責める。私は何も言い返せなかった。完全に私のミスだ。どう対応するべきか、必死に頭を働かせる。

「あの、すいません、お客様に連絡して、今日の予約を一旦お断りして……」

　それぐらいしか思いつかなかった。変な汗が背中を伝う。

「は？　日曜日だぞ？　わざわざ予定開けて整備に来てくれるのに、俺の客が逃げたらどうすんだよ？」

　いつだか、「枕営業だ」なんて陰口を叩いていた営業が、嫌みを言ってきた。悔しいが何も言い返せず、私は唇を噛んで眉根を寄せる。どうしたらいいんだろう。迷ってる間にも時間は過ぎて、予約時間が刻々と迫ってくる。針のむしろのような事務所の中に、のんびりした声が響いた。

「……なんだ、トラブルかぁ？」

　富永さんだった。ゆったりとした低い声に、緊迫していた事務所の中の空気が、一瞬ゆるむ。その後ろに、昼休憩中だったらしいメカニックが三人ほど、不安げに顔を覗かせた。

「トミさん、下田が、いや、下田主任代理様がやらかしやがったんすよ」

「ふぅーん、どれどれ？」

　トゲのある言葉を富永さんは受け流す。近くのデスクのパソコンをいじり、営業から説明を受けながら予約表をチェックし始めた。

「……なるほどねぇ」

　大体の事態を把握したらしい。顔をあげた富永さんは、一瞬考えるように目をつむり、顎あごを撫で回す。そして口を開くと、事態への対処法を語り始める。

「よっしゃ、予約、断らないでいいぜ」

「へ？」

　富永さんの隣にいた営業が、気の抜けたような声を出す。

「リコールの修理だがな、ここ最近やってたんだが、正直、俺なら十分、こいつらでも十五分ありゃできる簡単なヤツだ。予約はそのままでいい。俺らメカニックで、巻きでやってやる」

「しかし、本社の整備部は三十分はかかると。富永君、大丈夫なのかね？」

　店長が口を挟むが、富永さんは鼻で笑った。

「ふん、本社のノロマ共と一緒にしてもらっちゃ困りますねぇ」

　自信たっぷりの表情に店長も鼻はな白じろんだのか、黙ってしまう。

「……ってことだ、お前ら、メカニックの根性見せてやれ！　すぐ整備場戻るぞ」

　富永さんは振り向くと、後ろに張り付いていた若手のメカニックに声をかけた。

「えぇ〜、俺、いま飯途中なんすけど……」

「営業のケツ拭くの、嫌っすよ〜」

　そんな言葉を、富永さんは強い口調で遮さえぎった。

「あぁ？　営業が仕事とってくるから、俺らメカニックの仕事があるんだよ、こういうのは持ちつ持たれつだっつの、おら、行くぞ！」

　弱音をこぼしたメカニックのツナギの尻を、富永さんはバシッと叩いた。振り向きもせずに若手を引き連れて、整備場に戻って行く富永さんの後ろ姿は、本当にかっこよかった。自分のしでかしたミスと、それをフォローしてくれる富永さんの男気に、鼻の奥がつんと痛くなり涙が滲みそうになる。

　『今日も一日、がんばろうぜ！』

　その言葉を飲み込む。そうだ、がんばろう。自分のミスでお客様にご迷惑をかけてはいけない。整備がああ言ってくれるんだ、今は甘えよう。私は拳を握りしめて、涙をこらえた。
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　それからは本当にてんやわんやだった。お客様用の椅子が足りなくなるほどに店舗は混雑し、案内する営業も汗だくになった。私もミスをなんとか挽回するために、整備場と事務所とをかけずり回った。

　富永さんの言葉通り、リコール修理は車を預かってから、十五分ほどで終了していた。それから営業が確認作業を行い、お待ちいただいているお客様に引き渡す。普段の二倍以上、その作業をするのだ。営業の疲労、そして整備の疲労は相当なもので、最後のお客様を送り出した時、店舗内で軽く拍手が起こったほどだった。

「……あの、ご迷惑をおかけしましたし、あとは私がやりますので……」

　私は頭を下げつつ、閉店後の店内でみんなに声をかける。他の従業員は当然、という顔をして、帰り支度を始めていた。後片づけや掃除、明日の開店準備などは、全部自分でやるつもりだった。迷惑をかけてしまったのだから当たり前だ。私は一番迷惑をかけた富永さんの姿を探すが、事務所にはもういなかった。いつも定時退社の人だから仕方がない。明日の朝に御礼を言おうと、私は報告書を誰もいなくなった事務所で書きはじめる。

　


　結局、すべての業務を片づけ終わったのは、二十二時近くだった。最後に店舗内の施錠を行い、帰らなければいけない。私は事務所の窓や扉を確認する。整備場に入ると、片隅に灯りがついていた。誰かが消し忘れたのだろうか、私は消灯しようとそこに向かい歩いていった。

　そこには灯りに照らされて、意外な人がいた。

「……富永、さん？」

「下田ちゃんか？　事務所の方は終わったのか？」

　代車用に使っている車のボンネットから、富永さんが顔を出した。他のメカニックはもう、帰っているのか気配はない。

「待ってろ、こっちも今終わる。明日使う予定だって思い出してな、急遽整備してたとこだ」

　富永さんは、ボンネットを閉める。機械油で汚れた軍手を脱ぎながら、富永さんがツナギの前を開けた。いつもは気付かなかったが、ちらりと見えたＴシャツ一枚の胸元は逞たくましくて、つい目がいってしまう。

「いえ、急いではないので」

「こっちも施錠しなきゃいけないんだろ？　事務所の方が終わってるなら、整備場の方は俺が施錠してもいいけどな」

「大丈夫です、待てます！　ゆっくりしてください」

　私の言葉に富永さんは笑う。

「いやぁ、ここにゆっくりはしたくねぇなぁ、今日はさすがに疲れたぜ……」

　首と肩を回す富永さんを見ていると、私の視界がじんわりと滲んだ。富永さんの言葉に、私は緊張が解けたのか、ぽろぽろと涙がこぼれてしまう。こらえようとしたけど、どうにもできず私は涙を拭う。

「……大丈夫か、下田ちゃん、泣くなって！あのぐらいの失敗、大体の営業はやらかしてるし、そういうケツを拭くのも、俺らメカニックの仕事だって割り切ってるしよ」

「いえ、もう、ご迷惑をおかけして、本当にすいません……富永さんがフォローしてくれなかったら、どうなっていたのかと……」

　しゃくりあげながら私が言うのに、富永さんはおろおろしている。

「くっそ、なんか拭くもんねぇか……」

　首にかけてた白タオルを差しだそうとして、それは思いとどまったようだ。ベンチの上の洗濯済みのタオルを差し出して、私の涙を拭いてくれる。

「大丈夫だって、ほんと。久しぶりの残業だったけど、この残業代はきっちり請求してやるしな」

　富永さんが冗談めかして元気づけてくれるのに、私はやっと笑顔を返すことができた。泣いたまま唇をあげた変な顔だったろうけど、それが精一杯だった。

「よしよし、下田ちゃんは笑ってた方がかわいいぞ？」

　子供に語りかけるような優しい口調に、私はまた泣きそうになる。頭を優しく撫でられ、自分でもわかるほどに顔が真っ赤になった。富永さんに求められたい。浅ましい欲望が、ちらりと顔を覗かせる。

「……富永さん、本当に、なんでもしますから、この御礼はさせてください……」

　これで、私の気持ちは伝わるのだろうか。一緒にお酒を飲みにいくとか、そんなのでもいい。富永さんに、私と何かしたいと、そう思ってほしい。

「おい、なんでもしますとか、嫁入り前の娘が言うな。やめろ」

　思いもかけない強い口調に、私はタオルから顔を上げた。富永さんの目は真剣だった。真剣な眼差しに、私の胸の奥の方が痛くなる。

「例えばなぁ、俺がここで、じゃあこの借りは身体で払ってもらうか、なんて冗談言ったらどうするんだよ。できねぇだろ？」

「できます」

　私は、間髪入れずに答えた。ブラウスとスカートの、いつもの服装だったが、ブラウスの前を開け、すがるような瞳で富永さんを見つめた。

　富永さんは、呆気にとられているようだった。きっと、富永さんの中では私は、妹とか娘とか、そんな存在なんだろう。そうじゃない。少しでも、女として意識してほしい。それだけだった。

「やめろ、下田。本気にすんな、冗談だ」

　富永さんが横を向く。表情は硬く険しく、いかにも困っているように見える。

「いいんです、私。富永さんに、なら……」

　私には、誘い方も何もかもわからない。スカートのホックをゆるめて、床に落とす。パンプスも脱ぎ、はだけたブラウスと下着と、ストッキングだけになった私は、一歩、富永さんに近づいた。整備場の、打ちっ放しのコンクリートの床が、足の裏に冷たかった。

「…………」

　富永さんは何も言わない。顔をしかめて横を向いて、こちらを見ようともしない。

　ダメなんだ、と思った。心臓は早鐘を打つように鳴り響いて、口から飛び出そうだった。なけなしの勇気を振り絞って、好きな、初恋の男性を誘って、でもきっとこれはダメなんだ。

　私がもっと、派手で美人で年上だったらよかった。水商売でも、富永さんとお酒の飲める女性が羨ましい。富永さんから女性の話を聞いていた時に、胸の中に重く溜まっていた感情は、嫉しっ妬とだったんだな、とようやく気付く。

「……申し訳ありませんでした。もう、このお店も、辞めます」

　私は深々とお辞儀をする。富永さんにまで嫌な思いをさせた。後悔が私を襲った。きっと、呆れたに違いない。もうダメだ、このお店を辞めよう。本当にそう思い、帰ろうとした時に、私は強く腕を引かれた。

「……後悔、すんじゃねぇぞ」

　腕を引いたのは、富永さんだった。ぐるりと身体を回転させられ、車のサイドに押し付けられる。富永さんの聞いたこともないような、乾いた低い声。どことなく獣じみたその声に、私の背筋は粟立った。

「……う、んんっ！」

　窓ガラスに後頭部を押さえられて、そこに富永さんの顔が近づいてきた。あ、と思う間もなく、唇を軽く吸われた。

「初めて、か？」

「え？」

「キスだよ。初めてなのか？」

　頷こうと思ったけどその隙もなく、再び富永さんの唇が私を襲う。口を覆うように重ねられ、舌がぬるりと入ってきた。初めて味わう他人の舌に、反射的に逃げようと首を振るけど、顎を掴まれて無理やりに口をこじ開けられ、深くキスを受ける。

「ん、んぅ……ふぁ……っ」

　湿った音が私の耳を打ち、頭の芯が痺れていった。

「……下田。いや、真利亜……」

　甘く濡れた声色で名前を囁かれると、首筋に電流のようなものが走る。富永さんの声はずっと聞いていたいような、酔ってしまいそうなそんな声で、私は閉じていたまぶたを開けた。

「……とみ、ながさん……？」

　貪るようなキスとは逆の、富永さんの優しげな視線に、私の瞳がじわりと潤む。

「……バカ野郎、俺が、どんだけ我慢してきたと思ってる。それをこれだけ煽りやがって」

　富永さんの手が私の胸に伸ばされ、ブラジャーと肌の隙間に入ってくる。大好きな、機械油の匂いがしみついた指に胸を揉みしだかれ、私は呻うめいた。富永さんの顔が下がり、ブラジャーも肌着もブラウスもするする外され、私の上半身がすっかり裸になる。

「……やらけぇな。最高だぜ、真利亜……」

「ひ、んっ！」

　右の乳首が、何かなま温かい湿ったものに包まれる。富永さんに胸を、吸われている。左はきつく指先で摘まれ、押しつぶすように愛撫されて、熱い塊が首筋を何度も駆け抜けた。

「とみなが、さぁん……」

　空いている腕をどうしたらいいかわからない。おずおずとツナギの背中に回せば、硬い筋肉を感じた。

（これが、男の人の身体なんだ）

　富永さんの身体は、細いように見えて鋼のように硬かった。頭が私の胸の谷間に押しつけられ、動く度に男の人の汗の臭いも立ち上る。

「好きだ。ずっと、こうしてやりたかった……」

　顔を上げた富永さんに、また深く口づけられた。舌を差し込まれ、口の中全部を舐められる。他の人なら嫌悪感しか覚えないだろう、そんなキスを、私はこの上なく甘く感じていた。胸は相変わらず強い力で掴まれ、富永さんは感触を楽しんでいるようだった。

「……私も、好きです。好き、富永、さん……っ」

　抱きしめれば返してくれる逞しい腕が、とても嬉しかった。

「ずっと迷ってたんだ。俺なんかが、こんな冴さえないおっさんが、あんたみたいなおぼこい女の子を好きになっていいのか、ってな」

　耳元で、富永さんが優しく囁いてくる。

「俺なんかが手を出しちまったら、あんたの将来潰しちまうんじゃ、あんたには、真利亜には、もっと似合いの若いのが現れるんじゃ、ってなぁ。……でも、迷うのはもうヤメだ」

　真剣なまなざしが、私を貫いた。

「真利亜を、俺の女にする」

　熱い告白に、視界が滲んだ。ぐい、とストッキングを履いたままの太腿に富永さんの股間が押しつけられ、そこが熱くなっているのが、布越しにもわかった。私なんかで、富永さんが欲情してくれている。それがとても嬉しかった。

　富永さんの指先が私の下腹を軽く撫で、下着の中に入ってきた。大きな手が両方お尻に回された、と思うと、器用に下着ごとストッキングを脱がされる。とうとう私は、素裸になってしまった。いつもの仕事場で、整備場でこんな姿にされてしまうなんて、そう思うと恥ずかしいのだけど、それでも興奮している自分がいた。富永さんが手のひらを入れ、私の足の間をこじあけようとする。

「あ、だめ、です……っ」

　大事なところを晒すのは、さすがにまだ抵抗があった。慌てて太腿を閉じるが、富永さんの力の方が強かった。

「おっと、閉じるなよぉ」

　そんなことをつぶやかれ、富永さんは膝立ちになり、私の片足を持ち上げて肩に乗せた。

「あっ……、富永さん、ダメぇ……！」

　下半身が全部、富永さんの目の前に晒されている。誰にも触らせたことがないそこを、富永さんが見てるんだ、なんて思うと頭が真っ白になった。ぐい、と襞ひだが割り開かれる感触がして、粘膜が外気に触れて冷たく感じ、背筋が震える。

「……すげぇな、ほんとに、処女なんだな……、きれいなもんだ」

「あ、あんまり見ないで、ください……」

　軽く当たるのは、富永さんの鼻息なんだろうか。片足で立つ格好のままなのも恥ずかしく、私は顔を覆う。

「ふぁっ！」

　富永さんの舌の、なま温かい感触に私は身悶える。あそこを舐められているんだと、そう思うと、どうしようもなく興奮してくる。

「くは、は、はぁん……、んんっ！」

　口から自分でも聞いたこともない甘い声が、次々と出てきてしまう。富永さんの舌は、クリトリスをつつき、肉襞を丹念に舐め回してくる。その動きのままに私の腰には甘く重い何かが溜まり、腰が物欲しそうに動いてしまう。

「ん？　腰、動いてるぞ？」

「ひ、違います……っ！」

　にやにやと悪い笑みを浮かべながら、富永さんが私を見上げてくる。顔を覆った指の間からその表情を見ると、私の女の芯が潤ってくる。

「……溢れてくるな」

　処女なのに、こんなにも感じている。たまらなく恥ずかしい。

「……ひあっ、痛つぅ！」

「ちょっと我慢しろよ……剥いてやるからな」

　何をされているのか、すぐにはわからなかった。富永さんの指が尖るクリトリスを這い、包んでいた薄い皮膚をつるりと剥いた。初めて外の空気に触れた敏感な肉芽が、粘液にまみれながら震えている。

「あ、あぁ……っ、だめ……ぇ……」

　富永さんの舌先が、優しく裸のクリトリスを舐ねぶる。じゅ、と強く吸われると、奥から粘液が迸ほとばしる。ひくつく膣口に潜り込んできたのは富永さんの中指で、処女であるはずなのに痛みはなく、私の中はその指をきゅうきゅうと締めつけてしまう。

「指、一本ぐらいならイケるな……」

　ぐちゅ、ぐちゅ、といやらしい音を立てながら、私の肉孔はその指をしゃぶり尽くす。根本まで突き入れられても、ただ気持ちいいだけで、私は膣壁をかき回される初めての感触に、甘えた声を漏らすだけだった。
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「ふあぁっ！　とみながさん、気持ちい、です……」

　初めてなのに、こんなに気持ち良くていいのだろうか。私の蕩とろけた顔を見ながら、富永さんは指を増やし、更に抜き差しを続けた。中指と人差し指を咥えさせられ、親指に剥き出しの肉芽を潰すように揉まれ、奥の方から熱い何かがせり上がってくる。富永さんの指使いは的確に私の快楽を引き出し、背筋を何回も甘い電流が走り抜けた。 

「……よし、クリイキ、いくぞ。ちゃんと覚えろよ？」

「ひぁ、あんっ！　く、クリ、イキ？」

　富永さんの言うことがよくわからない。次の瞬間、私の中を犯す指の動きが激しくなった。

「ああっ！　いやぁ、おかしくなるぅ……！」

　細かい振動がクリトリスに与えられ、私はのけぞった。もう立つのもやっとで、富永さんの硬い身体に必死にすがりつく。

「んああ、あひ、ひぃんっ！」

　開け放した口の端から、涎よだれが垂れ流されるのがわかるけど、もう閉じることもできない。初めての感覚が私の中に満ちて、それが白く爆発した。閉じた目の裏に火花がいくつも散って、身体がガクガクと震える。ぎゅうと、私の中が差し込まれたままの富永さんの指を締めつけ、物欲しそうにうねる。これが、イくってことなんだろうか。ぼんやりとする頭で、必死に考えていた。

「ん、あああ、い、イく！　イくぅっ！」

　富永さんの指にクリトリスをきつく摘まれ、その衝撃で私は絶頂してしまう。腰は浮き上がり、耳が遠くなった。ふわり、と浮くような感覚が気持ちいい。

「っ、んんっ！」

　じゅぶ、と湿った音と共に指が抜かれて、私はその感触にも声を出して震えてしまった。涙の膜が張った瞳が、富永さんの優しい視線と交錯する。

「……気持ち、良かったろ？」

　ゆっくり髪を撫でられ、私はこくりと一回頷いた。

「挿いれても、いいか？」

　尋ねられ、私の瞳が潤んだ。指だけでイッてしまったことが恥ずかしかった。富永さんがツナギと下着を脱ぎ捨て、白のＴシャツ一枚になる。初めて見た勃起した男性器はとても大きく、私の中に恐怖感が湧き起こる。

「……そうだな、初めてなんだよなぁ」

　怯える私の手を取り、富永さんは自分の陰茎に触れさせた。それはとても熱く、別の生き物みたいに震え、脈打っていた。

「び、ビクビク、してます……」

「そうだぜ。真利亜の中に入りたいってな、こいつが武者震いしてやがる」

　富永さんの言い方に、私は笑ってしまう。

「……あの、おじさんくさいです……」

「は？　しょうがないだろ、おっさんなんだっつの！」

　富永さんが顔をしかめるけど、私は手を伸ばしてその頬をゆっくり撫でた。

「おじさんでも、いいです。私、富永さんが好きです……」

　つぶやけば顔が降りてくる。「俺もだ」と囁かれ、唇を軽くついばまれた。じんわりと幸せな気分が、胸の中に溢れた。

「……ちょっと移動するぜ」

　富永さんはひょい、と私を姫抱きにすると、ボンネットの方に移動する。そして私をボンネットに乗せると、足を大きく開かせ、自分ので身体をその間に差し込んだ。上気しているせいか、ボンネットの鉄板の感触が冷たく思えたけれど、すぐに熱が移り、温かくなっていく。

　いよいよなんだと、緊張感からか体が自然と強ばってしまう。ぴり、と音がしたと思うと、富永さんがポケットから出したらしいコンドームを、くるくると被せていく。

「準備ＯＫ、な？」

　私の股間にゴムで包まれた陰茎が擦りつけられ、ぬち、と粘着音が誰もいない整備場に響いた。両方の太腿を富永さんに肩にかつがれて、恥ずかしい格好を晒さらしているはずなのに、私はどうしようもなく興奮していた。

「……いくぞ」

　丸い亀頭が濡れた膣口に押しつけられ、ぐい、と腰を進められる。先端まではそんなに苦しくはなかった。その後の雁首が入り口を通り抜ける一瞬、抵抗があったが、それもすぐに埋め込まれる陰茎に突破される。

「く、ぅ……、う、ぅぁ、あんっ！」

　目尻から涙が一筋伝い落ちて、私の頬を濡らした。痛みよりも、圧迫感の方がすごい。処女膜を破られた、その血なんだろうか、お尻の方になま温かい粘液が垂れていった。

「ごめんな、真利亜……っ」

　覆い被さってくる富永さんの熱い身体に、私は腕を回して必死にしがみつく。富永さんの謝るようなせりふに、そんなことはないと答えたかったけれど、口を開くと出るのは呻き声だけで、私は頭を振り続ける。

「ん、んむ……」

　奥まで達したのだろうか、富永さんの動きが止まり、唇を塞がれる。激しいキスではなくて、呼吸を混ぜ合わせるような、ゆったりしたキスが気持ち良かった。

　じっと挿入されたまま、静かに唇を合わせていると、じんじんと痛むだけだったアソコが熱くなってきた。

「ん、んぁ……」

　甘くなる私の声に気づいたのか、富永さんが身を起こし微笑みを浮かべる。その身じろぎにも、私からはまた甘い声が出され、その度に肉棒を咥え込んだ場所が熱くなっていった。

「そろそろ、悦よくなってきたか？」

　ずる、と半ばまで陰茎を抜き出され、勢いよく奥に叩きつけられる。

「ひ、ひあああっ！」

　衝撃に、口からは堪えきれずに悲鳴が垂れ流された。そして、その後にもたらされた鮮烈な快感に、私の思考が霞んでいく。

「だめ、だめぇ！」

「何がっ、だめ、なんだよ？」

　富永さんは私に覆い被さりながらがつがつと腰を振り、奥を犯してくる。私は、初めてのはずなのに、これほどに感じることに戸惑っていた。

「だって、だって、ハジメテなのに、っ、きもちい、なんてぇ……！」

　自分が、いやらしいんだ、エッチだったんだ、と、私は認めたくなかった。認めるのが怖かった。

「いいんだよ、エロくてよ、ほら、真利亜のここ、俺を放そうとしないぜぇ？」

　腰を引かれ、抜け落ちる寸前まで陰茎を引き出されるが、富永さんの言葉通り、私の内襞は名残惜しそうにひくついてしまう。

「や、ぁん、はずかし……」

　すぐに、ずくんと、恥骨同士がぶつかり合うほどに勢いよく奥に突き入れられ、私の口元から涎と嬌声が散った。

「ひゃぁんっ！」

「エロくなれよ、エロいお前も好きだ、っ！」

　富永さんの動きが変わった。今までの激しい抜き挿しではなくて、一番奥に亀頭を押しつけながら、ゆっくりこねるような、そんな動きをしてくる。
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「ひっ！　ひあ、あぁ……っ、これ、なんか、変、へんになる……っ！」

「お？　初めてでナカイキ決められるかぁ？」

　富永さんの嬉しそうな声が、何を期待しているのか、理解できなかった。膣の中が、激しくうねる。うねって、犯してくる欲棒をしゃぶって、ぎゅうぎゅうと締めつける。ぐいぐいと子宮口を押されると、その度に目の奥に火花が散るほどに気持ちが良かった。

「これ、これぇ……、きもち、ひ、っ……！」

　男の人のモノで胎内をこねくり回され、突き上げられ、初めての感覚が私を襲った

「……余裕、まだあるみてぇだなぁ？」

「えっ!?　あ、あひぃ、う、んんっ!!」

　富永さんが更に体重をかけ、もう入らないと思っていた、その先を亀頭で抉られる。頭の中が気持ちいいでいっぱいになって、私はもう、何も考えられなくなってしまった。ぎゅ、と足の先が丸まり、ふくらはぎが痛いほどに痙攣した。

「きもちいぃ、きもひ、いい！　ああっ、んっ!!」

　私の中で何かが弾けて、甘い性感が全身に満ちた。蕩けるようなその快感に、思考も全て飲み込まれて、意識が遠のいていく。

「……っは、ナカでイったかぁ？」

　嬉しそうな富永さんの声も、どこか遠くから聞こえてくる。ガクガクと震える身体を抑えられず、太腿で富永さんの腰を強く挟みこみ、背中に爪を立てた。

「すまねぇな、もうちょい、付き合え……っ」

　低い声を耳にそそぎ込まれるが、私はもう、反応も返せない。富永さんが腰を引き、自分の快感を引きだそうと、私のひくついた肉の穴を使い始める。もうすでに一度絶頂した身体を遠慮なく使われ、その動きに私は何度も達した。子宮を揺さぶられて、乳房を乱暴に揉まれても、刺激は全部快感になった。

「あっ、あっ、ぅ、うぁ、あっ!!」 

　富永さんの指がクリトリスに伸ばされ、真っ赤に膨らんだそれを強く摘まれる。さっきの「クリイキ」と言われた快感が背筋を走り、私は背中を反らして、もう何度目かわからないほどの絶頂に追い詰められる。

「もぉ、やぁ、イきたくな、い、っ、ゆるして、ゆるひれぇ……!!」

　ナカイキとクリイキを同時に味わわされ、身体はもう、限界だった。私は絶叫し、同時に膣の内壁が大きく収縮する。突き込まれた先端が膨らむ感触がして、富永さんが身体を震わせた。私の意識は、そこで途切れた。重くなる体を、抱き止めてくれた太い腕が嬉しかった。

　


「……むちゃ、しすぎです」

「……すまん」

　あの後、気を失った私を、富永さんは慌てて介抱してくれたらしい。目を覚ましたら普通に下着も服も着ていて、ここに来たときの服装になっていた。

「……まだ、何か挟まってるみたい、です……」

　整備場の固いベンチで、私は背中を丸めて富永さんと温かい缶コーヒーを飲んでいた。そろえた足の間はまだ奥がひりひりとむずがゆく、私は顔をしかめた。

「いや、まさか、あそこまでヨガってくれるなんて思ってなくて、つい夢中に、な。本当にすまん……」

「うぅ…………」

　先ほどの自分の乱れ方を、頭の片隅で思い出してしまう。あんなにいやらしい声を出して、あんなに富永さんを求めて、あれが本当の私なんだ、と思うと、恥ずかしくて顔があげられなくなる。

　同時に、あの快感も思い起こしてしまい、きゅん、と軽く、身体の奥が疼いた。

「いやぁ、ほんと、まさか真利亜があんなにエロいなんてなあ、おっさんには目の毒だったぜ……」

　ヒトゴトみたいな富永さんの言葉に、無性に腹が立った。

「……な、何言ってるんですか！　富永さんが、やらしいことするから、私が、やらしく……」

　言いかけて、言葉が途切れた。真っ赤になる私の表情を楽しむように、富永さんが片頬をあげつつ顔をのぞき込んできた。

「……エロく、なんのかぁ？」

「うぅ…………、責任、とってください」

　悔しまぎれな私の一言に、富永さんは大きく頷いた。

「責任、とってやる。結婚しようぜ、真利亜。お前が辞めるんなら正社員になってもいいし、仕事続けるんなら、俺が家事したっていい。子供ができたら一緒に育てよう。俺の飯、結構うまいぜ？」

　なぁ？、と、富永さんが本気か冗談かわからない笑顔を見せるのに、私は胸が詰まる。

「……あの、では、結婚前提の交際を、お願いいたします！」

　真っ赤な顔で私が返すのに、富永さんは表情を崩し、私の頭を撫でてくる。その手の感触に安心感を覚えて、私は隣のツナギの肩に、頭を預けた。

★おわり★
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　人の行き交うターミナル駅に隣接した商業ビルの、おしゃれでちょっと高級な料理教室、それが私の仕事場だ。子供の頃からお料理が好きで、調理師学校を出てから、この大手の料理教室チェーンに講師として就職した。最初は仕事も楽しかった。でも、毎日代わり映えのない業務を十年近くも続けていると、もう面白味も無くなって私はだいぶ飽きていた。

　何より、ここには出逢いが無い！　全く無い！

　生徒さんはかわいいけれど、だいたいが花嫁修業のお嬢様や、セレブな奥様ばかりだった。たまに男性向けに料理イベントなども開くけれど、高額な料金設定もあってか、定年退職後に料理を習いたいというおじさんや、共働きの奥さんに通わされている旦那さんとか、そんな生徒さんばっかりだった。

「奈な々な美み先生、この魚は、どうやっておろせばいいんですか？」

　生徒さんから呼ばれる。私は、セミロングのダークブラウンの髪をさっと後ろでまとめて、その生徒さんの方を見た。お化粧も髪色も髪型も、『料理教室の先生』に見えるように会社から指導されるので、なかなかおしゃれもできない。顔はたぶん十人並みだし、スタイルだって普通だ。たまにはキレイな格好でお仕事がしたい、なんて思いながら、私は地味な、講師用に指定されているエプロンのスソを引っ張りながら歩いていった。

　二十代半ばのその生徒さんは、来年結婚が決まったとかで、花嫁修業でウチの講習に通ってきている。結婚を控えた女性ってこんなにかわいくなるのか、旦那さんは幸せ者だ、なんて、そんなことを考えてしまうぐらい、彼女は幸せオーラに包まれて、きらきら輝いて見える。結婚っていいなぁ、とうらやましく思いながら、私はその生徒さんに指導をする。

　今日の講習のメニューは「鯵あじと梅肉のフライ」だ。おしゃれな料理の方が人気があるのかと思うけれど、実はこういう『おふくろの味』の講習も、根強い人気がある。

「鯵の三枚おろしですが、まず、ぜいごを取ります」

　私は生徒さんにわかりやすいように、説明しながら手元の魚をさばく。頭を落とし、ぜいごを取り、エラと内臓をかき出し、背骨に沿って出刃包丁を入れていくと、あっと言う間に鯵の身と骨がきれいにはがれていく。生徒さん達の感心したような目線が気持ちいい。

「では、皆さんも、お手元の鯵をさばいていきましょう！」

　明るく言ってみるが、生の魚に触るのが怖い生徒さんも多い。私は調理台の前で固まっている若い生徒さんの手を取って、コツを教えていく。生徒さんの爪にはキレイにネイルがしてあって、私はそれもうらやましい。会社の方針で、講師はネイル禁止なのだ。食品を扱う手前、しょうがないとあきらめてはいるけど、キレイなネイルを私もしたいと、ちょっとだけ憧れている。

「……先生、手を切ってしまいそうでこわいです」

「よく切れる包丁なので、かえって安心なんですよ。こちらに指を置いて、骨に沿わせて包丁を入れて、そうです、上手です」

　その時、私を見つめる視線に気づいた。

教室は、駅ビルの中を通る人にも見えるように、基本的にオープンキッチンになっている。講習を受けていることを内緒にしたい生徒さんや、個人的な講習を希望する生徒さん、または有名人の生徒さんもちらほらいるので、奥には小さなサブキッチンも二部屋ほど用意しているが、今、私が講習をしているのはオープンな方のキッチンだ。

（熊？）

　そのキッチンの大きな窓に一瞬、何か熊のような動物がいたような気がした。まさか。ぎゅ、と目をつむってもう一回そっちの方を見てみれば、そこには男性が立っていた。

　茶色のもこもことしたフリースの上着に、黒のコーデュロイのパンツ。脇にはやっぱり茶色のクラッチバッグを持って、教室の中を見ている。黒のさっぱり揃えた短い髪は、ちょっとだけクセがついていて、耳の上のとこがぴょんとはねている。

（あ、人間か）

　そんな当たり前のことを思ったし、次にその人の背の高さに驚いた。少しかがんでいるような体勢なのに、教室の窓枠のぎりぎりのところに視点があって、見下ろすように覗き込んでくる。百九十センチ近くはあるんじゃないだろうか。オーバル型の眼鏡の奥の瞳は、細く開いたまぶたに隠れて見えなかったけど、イヤな感じはしなかった。なんだか笑って見えるようなそんな糸みたいな目に、私もつい微笑みを返してしまう。背も高く、横幅もそれなりにある、そんな男性がもこもことしたフリースを着ているのだ。だから熊さんみたいに見えたんだな、なんて考えた。

　その人は私の笑顔に気づくと、同じように笑って会釈を返してきた。そのまま人の流れに乗って駅の方へと歩いていく大きな背中を、私はぼんやりと見つめていた。
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「……奈々美先生？」

　生徒さんのかけてくる声に、慌てて向き直る。私はまた、端の方から鯵の三枚おろしを教えながら調理台を移動していく。それでも、さっきの男性のことが、心のどこかから離れないでいた。




「山やま川かわさん、お疲れさまです！」

　講習が終わって講師控え室に戻ると、後輩が声をかけてきてくれた。

「やだなぁ、魚臭い〜」

　指の先の臭いを嗅ぎながら、私はグチをこぼす。

「魚の生臭いのって、なかなかとれませんよねぇ」

「何回もハンドソープで洗ったのになぁ……」

　同じ年代の講師同士、悩みは似たようなものだ。同じようにおしゃれもしたいし、同じように結婚もしたい。

「最近、婚活はどうですか山川さぁん〜」

「ぜんぜんダメ！　私が料理の講師してるって言うと、『料理好きで家庭的なんですね』とか、『僕のために料理を作って欲しい』とか、そんなのばっかり。仕事で料理してるのに、家でも料理なんかしたくない〜！」

「ですよね、わかります！　私も彼に言われるんですけど、家で料理したくないです……」

　後輩には同棲中の彼氏がいるのだけれど、結婚話は出してくれないらしい。そんな二十代後半の女二人なもんだから、つい本音も出る。

　料理は好きだけど、家事全般は嫌いだし、家庭的なんてとても言えない。誰かのために料理を作る、なんてのも面倒臭い。でも、結婚はしたいし、この仕事にも飽きてきている。

（どうしたらいいんだろうなぁ……）

　そんなことがいつも頭に浮かんで、私は焦るばっかりだった。

（あの人も、こんな料理を作って欲しい、とか思いながら覗いていたのかな）

　さっき教室の窓から覗いていた、背の高い男性のことを思い出す。背も高くて横幅もあって、熊さんみたいだったな、そんなことを考えていると、自然と口元がほころんでしまう。

「山川さん、何かいいことあったんですか？」

「え！　何も無いって！」

　後輩に声をかけられて、慌てて顔の前で手を振って否定する。その時の私は、いいことなんか、本当に何も無かったのだ。




　十日ほど経って「教室を覗いていた男性がいた」なんてことも忘れてしまった頃、私はその男性と再会した。

　それは全六回の初心者向け家庭料理コースの、一回目の講習だった。初回講習というのは大事だ。初めて包丁を握るような生徒さんもいるし、気を遣う。講師控え室の鏡の前で、髪型とお化粧、服装をチェックし、時間通りに教室のオープンキッチンへ向かう。今日の生徒さんは八人。四台の調理台に二人ずつ座ってもらおう。事前にプロフィールはざっと読んでいたので、珍しく男性がいることは知っていた。会社帰りでも通える夜からの講習のせいか、この時間帯にはたまに男性も来る。

「こんばんは」

　声をかけながら教室に入っていくと、緊張したような生徒さんの視線が私に注がれる。

（あれ？）

　なんとなく、見覚えがあるような姿に私は気づいた。教室を見渡すと、一人の大きな男性に視点が止まる。

（熊さんだ）

「……皆さんこんばんは。講師の、山川奈々美と申します。短い間ですが、よろしくお願いいたします」

　いつも通りの挨拶をしながら、私は、その熊さんから目が離せなかった。

　この前、このキッチンを覗いていたのは、教室を受講したかったからなのだろうか。そんなことを考えながら、手元のプロフィールが載ってるファイルをめくって、熊さんの名前を確認する。光みつ村むら真まさ人と、三十三歳。既婚かどうかは、個人情報のために載ってはいない。

　私の名誉のために弁解するけれど、いつもは男性の生徒さんがいても、こんな詮索するようなことはしない。なぜか私は、その熊さん、光村さんのことが気になってしょうがなかった。

「……では、皆さんも簡単で結構ですので、自己紹介をお願いいたします。後列の光村さんからどうぞ」

　私に名前を呼ばれた光村さんは、周りを見回しながら立ち上がった。座ってる間は少し猫背のせいか目立たなかったけれど、やっぱり背が高い。百九十センチ近い背丈に、他の生徒さんが少しざわついた。

「ええと、僕は、みつむらまさと、と言います。ここの上の階の税理士事務所に、税理士として勤めています。料理はほとんど初めてで、包丁に触ったのは家庭科の授業ぐらいです。女性ばかりで緊張していますが、皆さん、よろしくお願いいたします」

　優しそうな低い声で、照れながら自己紹介をする光村さんは、やっぱり熊さんっぽく見えた。今日は仕事帰りなのか、ワイシャツに水色のエプロンをしていたけれど、スソが短くて子供用エプロンのようで、かわいらしく見える。

　今回は初心者向けの教室、ということで、他の生徒さんはみんな二十代前半の女性ばかりだった。初回の講習のメニューは定番の肉じゃがで、みんな真剣に玉ねぎを剥き始める。

「では、次に、お手元のレシピを見ながら、じゃがいもを包丁で剥いていきましょう」

　包丁を握るのに慣れていない、という生徒さんも多い。光村さんもおぼつかない手つきでじゃがいもを剥いていく。彼の大きな手に掴まれると、じゃがいももまるで里芋みたいだ。

「光村さん、失礼します。包丁ですが、なるべく皮に添わせて、剥いた皮を親指で押さえて、そうです、上手ですね！」

　自然と、光村さんの指に触れてしまった。眼鏡に隠れて見えにくかったけれど、顔を見上げればまぶたが細くなっているのがわかった。

「……はい、ええと、山川、先生？」

「呼びにくければ、奈々美先生でもいいですよ？」

　愛想良く微笑みかけると、少し、光村さんの表情も柔らかくなる。

「では、遠慮無く。よろしくご指導ください、奈々美先生」

　丁寧で茶目っ気のある台詞と、優しそうな声に私の胸の中もなんだかあったかくなった。

　離れて見ていた時は、光村さんは少しぽっちゃりしているのかと思っていたけど、隣に立ってみると違う。何かスポーツでもやっていたのか、めくった袖から見える腕は筋肉質で逞たくましい。背が高いせいか胸もちょうど私の目線ぐらいで、ワイシャツのボタンも胸板の厚さに負けて、少し引っ張られているのも目についてしまう。

（すごい、かっこいい身体……）

　横の光村さんの厚い胸板に、私はちらちら視線を送る。あまりじろじろ見ては、気づかれるかもしれないと思いながらも、私は光村さんの男らしい身体から目を離せなくなっていた。

「先生、このプリントにじゃがいもの芽を取る、とあるんですけど、コツはありますか？」

「はい、それはですね……」

　見とれていたんだろうか、ちょっとボーッとしていた私に、他の生徒さんが質問をしてくる。私はなごり惜しかったけれど、光村さんから離れて指導を始めた。

　その日から、私は光村さんに会うのが楽しみになった。週一回の講習が待ち遠しくなる。もちろん、他の生徒さんに気付かれてはいけないので、指導の時にさりげなく近づいたり、最後に作った料理を食べるときに世間話をしたり、それぐらいしかできなかったけれど、どうやら私は浮かれていたらしい。




「山川さん、最近、浮かれてませんか？」

「えっ？」

　講師控え室で後輩からそう声をかけられ、私は挙動不振になった。

「そ、そんなことないけどなぁ〜」

「そうですかぁ？」

　ごまかそうとするけれど、目が泳いでしまう。

「なんにも無いって！」

「初心者コースの、あの大きい人、光村さんでしたっけ？　知らなかったなぁ、山川さん、ああいう真面目そうな人がタイプなんですね〜」

　後輩は勘がいい。ニヤニヤしながらからかわれて、ますます私は赤面する。

「もぉ〜、やめてって！」

　真っ赤になってしまう私に、後輩は意外な言葉を言ってきた。

「ま、いいですけどね……私、月末に退職することになりましたし」

「え？」

　びっくりして言葉が出ない私に、後輩は続けてくる。

「妊娠しちゃったんですよね。ここ、立ち仕事だし、彼もいい顔しないし、つわりに入る前に有給消化して辞めないと、って話になって」

「そ、そうなの。おめでと……」

「山川さんにもシフトでご迷惑おかけしちゃうと思うんですけど、ほんとすいません……」

「うん、それは、いいんだけど」

　どうせ私はなんにも予定が無いし、なんてそんなことを言いそうになって慌てて止めた。そんな嫌味なんか言っても、自分がみじめになるだけだ、なんてわかっている。

　でも私は、すごく落ち込んでいた。

　仕事にもそんなに情熱が持てないし、かといって結婚のために男性にアプローチできる訳でもない。何もかも中途半端な自分に、本当に嫌気がさしていたのだ。

　その上、最初の頃は年齢も上だし、女性の中で浮き気味だった光村さんも、講習後の食事で周囲と話すようになり、正直、私は気が気じゃなかった。生徒さんはみんな私より若いし、おしゃれでかわいい。焦ってはいたけど、うまく距離を詰めるなんて器用なことは、私にはできない。

　それでもがんばって、みんなでおしゃべりしながらの食事の時間に、彼が独身だということや、お兄さんが結婚して実家にいるので、家を出て一人暮らしをしていること、学生時代にラグビーをしていて、体格が良くなってしまったこと、そんなことを聞き出していた。

「一人暮らしだと、ラーメンやコンビニ弁当ばかりになってしまって……ここの講習で、週に一回でも栄養バランスのいい夕食をとれるのは、本当にありがたいです」

　頭をかきながら恥ずかしそうに言うのに、胸がきゅんとする。

（光村さんのためなら、家で料理を作ってもいいかも）

　そんなことも頭に浮かんで、まだ恋人でもなんでもないのにバカみたいだと、自分で呆あきれてしまう。

「そういえば、奈々美先生の教えてくれた肉じゃが、この前の日曜に家でも作ってみましたよ」

　眼鏡の奥の瞳を細めながら、光村さんがスマホの画面を見せてくる。

「少し味が濃くなってしまったのと、あと彩りのサヤインゲンを忘れてしまって、あまり美味おいしそうではないのですが……」

　恥ずかしそうに言うので覗き込んでみたけれど、ちゃんとした肉じゃがが写っていた。確かにちょっと色は濃かったけれど、きれいに盛りつけされている。

「美味しそうにできてますね」

「私も食べたーい！」

　同じように画面を覗いていた生徒さん達も、そんなことを言ってくる。

「外見はなんでもいいんです。光村さんが美味しく食べられたら、それで成功です」

　私が言い切ると、光村さんがほっとしたようにうなずいた。

「……奈々美先生にそう言って頂けると、とても、嬉しいです。光栄です」

　照れくさそうな彼の、猫背気味の背中がぴんと伸ばされ、普段は眼鏡と切れ長のまぶたに隠れている目が、私をじっと見つめてくる。ちょっと濃い目の茶色でいつもは温厚で穏やかな瞳が、今は少し危険な色をはらんで輝き、私をとらえて離さない。はっきりとした低い声と情熱を秘めたようなその表情に、私の胸がドクン、と高く跳ね上がった。「癒やし系の熊さん」なんて、そんな風に思っていたけれど、ちょっと違うのかもしれない。

（もっと、彼のことを知りたい）

　早まる鼓動を意識しながら、私は赤くなる頬をごまかすのに必死だった。




　全六回の初心者コースは、あっと言う間に終わってしまう。最終回の講習の後、光村さんに話しかける機会はあるだろうか。ひそかに期待するけれど、どうしたらいいのかはわからなかった。少し落ち込みながら、私は最後の講習を始めていた。

　その夜の講習のメニューは、「鯖さばの味噌煮」だった。初心者用コースなので、丸のままの鯖をおろすなんてことはしない。あらかじめ用意された鯖の切り身をザルに入れ、私は湯引きの説明をする。

「鯖の切り身にはこうやって熱湯をかけて、魚独特の臭みをとります」

　そんなことを言いながら、お鍋で沸かしたお湯をざっとかける。鯖の表面が白っぽくなり、軽く火が通る。

「……では、皆さんもやってみてください。熱湯ですので、くれぐれもご注意ください」

「はーい」

　私の説明と手元のレシピに従って、生徒さん達がお鍋でお湯を沸かし始める。光村さんと相方の生徒さんのところのコンロを見て、私はちょっと眉根を寄せた。お湯が多すぎると思ったのだ。女性だともしかしたら意外と重くて、こぼしてしまう可能性もあるかもしれない。多分、お鍋を持つのは光村さんなのだろう。そう判断した私はそこの調理台を離れてしまった。

「……えっ？　重たいっ！　きゃあっ！」

「危ない！　うわ、熱っつ！」

　次の瞬間、私の背後で女性の悲鳴と、一拍遅れて男性の声があがる。振り返れば、シンクに大きな湯気の固まりが上がり、アルミの片手鍋が落ちて転がる音がする。

「どうしましたか！！」

　慌てて駆け寄ると、光村さんが相方だった女性をかばうように立っていた。光村さんの水色のエプロンが濡れて、そこから湯気が立つ。女性が片手鍋を持ち、重くて取り落としたのだろう。

　しまった。私のミスだ。

「大丈夫です。ご心配無く……」

　私を制するように片手を上げる光村さんだったが、講師としてそれは聞けなかった。

「いえ、ダメです。これ、お湯がかかったところに当てておいてください！」

　慌てて近くの冷凍庫から氷を出し、ポリ袋に入れて光村さんに渡す。

「な、奈々美先生、すいません、私がお鍋を持てなくて、光村さんに助けてもらって……」

「はい！　あの、あなたは？」

「わ、私は大丈夫です、お湯はかかってないです」

　生徒さんの返事を聞いて、少し胸をなで下ろした。講師室に内線を入れて応援を呼ぶと、今日はシフトが入っていないはずの後輩がやってきた。

「山川さん、応援に来ました〜」

　脳天気な後輩の声に、その場の緊張も緩む。

「……山川さん、ここの続き、私が講習やりますんで、光村さんの手当てをしてあげてください！」

「え？　でもあなた、今日はお休み……」

「いいんです！　急に辞めなくちゃいけないから、今日はその相談でしたし、山川さんにはいっぱいご迷惑おかけしますんで、せめてもの罪滅ぼしです！」

　そんなことを私に言うと、後輩は動揺している生徒さんたちに向き直る。

「はいすみません〜、では今から私が山川先生の替わりに講習をしますので、皆さんは続きをしましょう！」

　わざと明るく言いながら、後輩は大きく手を打った。それを聞いて安心したのか、他の生徒さん達もみんな自分の調理台へと戻っていく。

「……早く、山川さん」

「は、はい！　ありがとね！」

　後輩に急かされて、私は光村さんの手のひらを取って空いているサブキッチンに向かった。その時、初めて彼の手を握ったはずなのだけど、夢中で感触は覚えていない。ただ、彼の火傷やけどがひどくはないか、自分のミスで彼に怪我をさせてしまったのではないか、とそれだけが気がかりだった。




　サブキッチンは個室になっており、窓も無い。そこに、光村さんを案内して、丸椅子に座ってもらう。

「あの、どうでしょうか!?　お湯のかかった所は火傷になっていませんか？」

「……いえ、いただいた氷で冷やしていますし、もう大丈夫です」

「そういうわけにはいきません！　火傷になっていたら大変ですし、脱いで、くださ……い……？」

　私は真っ赤になった。夢中だったとはいえ、座ってもらった光村さんのズボンに手をかけて、二人っきりで、脱いでくれ、と迫っている。

「あの、自分で脱ぎます、ので……」

　私につられたのか、頬を赤らめた光村さんが恥ずかしそうに言う。

「は、はいっ！　こ、これ、タオル、どうぞ……」

　ばたばたと戸棚から備品のタオルを取って渡し、見ないように後ろを向く。私の背後で、同じように後ろを向いた光村さんがカチャカチャとベルトをはずし、ズボンを脱ぐ気配がした。
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「あ〜、大丈夫ですね、太股のとこはちょっと赤くなってますが、大したことはないと……」

「赤く？」

　思わず振り向くと、光村さんのがっしりとした鍛えられたお尻と、筋肉質な太股ももが目に入る。丸く、きれいに筋肉がついて盛り上がったお尻は、まるでスポーツ選手のように格好良くて、私の鼓動が跳ね上がる。慌てて前を向いて、見ないように目をつむり、頬が赤くなっているのがばれないように顔をおおった。

「火傷にはなってません。安心してください」

　優しい声に改めて振り向くと、光村さんは普通にズボンをはいて立っていた。

「お医者さんには……」

「いやいや、そんなものでは無いです。エプロンも撥はっ水すい加工でしたから、お湯はズボンに少し飛んだぐらいでしたよ」

「……良かったぁ……」

　私を安心させようと気を遣ってくれているのか、ゆっくりと低い声で話してくれる光村さんに、思わず胸が苦しくなる。ため息をつき、私も備え付けの丸椅子に座る。

「……ありがとうございました」

　かけられた言葉に顔を上げる。私がお礼を言うことはあっても、光村さんがお礼を言う必要は無いだろう。

「あの、お礼なんて……」

「奈々美先生が、一生懸命に対応してくださって、だから大事に至らなかったんです。ありがとうございます、改めてお礼を言わせてください」

　丸椅子に座った私の前に、光村さんが膝ひざをつく。手を包まれるように握られ、頬が上気するのがわかった。大きな手のひらは、思ったよりもひんやりしていて気持ちが良かった。いつもは見上げていた光村さんに、下から覗き込まれるように視線を送られ、意外に長いまつ毛や、男らしく骨ばったアゴの線などに胸がときめいた。

「その……でも、私の方こそお詫びをしなくては。私のミスで、光村さんに熱い思いをさせてしまいましたし……」

　本当に、お礼なんかとんでもなかった。いくら怪我が無かったとは言え、もちろん講習中の事故だし、報告書は書かなければいけない。

「僕が濡れたぐらいで奈々美先生も、先生の大切な生徒さんも、お二人を守れて良かったです。僕も、無駄に鍛えている訳ではない、と証明できましたし」

　茶目っ気のある台詞は、いつもの光村さんだったけれど、その後に続けられた言葉に、私の頬が熱くなった。

「男の腕は、女性を守るためにあるんですよ？　僕のこの腕で皆さんをお守りできて、それで十分なんです」

　光村さんが右腕を曲げ、大きな力こぶを作って見せる。盛り上がったそれは、鍛え抜かれて逞しくて、私は一瞬、見とれてしまった。

「……いえ、ダメです！」

　私は我に返る。いくら光村さんが固辞しても、それでは私の気が済まない。

「そんな訳にはいきません、本当に、何かお詫びをさせてください！」

「そうですか、お詫び、ですか……」

　私の頑かたくなな言葉を聞いた光村さんは、自分のアゴに手を当てて何かを考えている。

「……もし、その、奈々美先生がお嫌でなければ、僕に個人レッスンをお願いできませんか？」

　光村さんの言葉に、私は大きくうなずいた。

「はい、喜んで！　あの、お詫びですし無料でも……」

「いえ、無料というわけにはいきません。正規の料金をお支払いいたします」

　無料でもいい、という私をさえぎり、光村さんが言葉を挟んでくる。

「……本当に、奈々美先生は真面目で、責任感の強い、素敵な方ですね。あなたがいたので、僕はここに通い始めたんですよ」

「え？」

　光村さんの意外な言葉に、私は顔を上げた。

「いつだか、この教室の前を通りがかったとき、奈々美先生が魚を手際よくさばいていらして、見とれてしまったんですよね。それで、ああ、僕もこんな風に料理をしてみたい、大切な人に自分の手料理を食べてもらいたいなぁ、なんて考えてしまって」

『大切な人』という台詞に、私は固まってしまう。光村さんにも、大切な人がいるんだろうか。

「……料理は本当にすばらしいです。美味しい料理で、大切な人に笑顔を与えられます。奈々美先生の教えてくれた料理で、皆さんや、皆さんの大切な人が笑顔になっているんですよね」

　愛しい人に語りかけるような、そんな優しい言葉に、私の胸がぎゅっと締め付けられ、そして悲しくなった。光村さんには、他に『大切な人』がいるのだろう。その人に食べてもらいたくて、料理を習いに来たのだろう。

　私は、いつの間にか光村さんに恋をしていたことに、その時、やっと気がついた。でももう、遅い。光村さんには、私ではない大切な人がいる。胸が詰まって、鼻の奥がつんと痛い。泣いちゃいけない。私は必死に奥歯を噛みしめて、自分の恋心を飲み込んだ。

「……個人レッスンなのですが、良かったら奈々美先生のお好きなような、若い女性に人気のあるメニューを教えていただけますか？」

「……はい」

　残酷だな、とちょっと思った。光村さんの作った料理を食べられる、彼の大切な人がうらやましかった。でも、しょうがない。私には、光村さんと、光村さんの『大切な人』が少しでも笑顔になれるように、一生懸命メニューを考えることしかできない。

「はい、力足らずかもしれませんが、メニューを考えさせていただきますね！」

　わざと明るく言って、私は立ち上がる。口角を上げて、目を細めて、ぎこちなく笑顔を作ってみた。

「その、家の台所で、僕でも作れるようなメニューでお願いします……まだ、自信が無いもので」

「わかりました、がんばります。なるべく簡単で、美味しくて、女性の好きそうなメニューですね」

　自信の無さげな口調の光村さんに、カラ元気で明るく返す。

「お願いします。……そろそろ教室に戻りましょうか」

「そうだ！　講習、大丈夫だったかな……」

　後輩に任せていた講習を思い出す。お湯をこぼしたどさくさで、全部を押しつけてしまっていた。

「行きましょう、僕も、鯖の味噌煮を食べたいですし」

　光村さんの優しげな笑顔が、まぶしく思えた。この笑顔を向けてもらえる、彼の大切な人になれなかったのは悲しいけれど、それでも彼を応援しよう、と思いながら、私はキッチンスタジオに戻っていった。




　個人レッスンのスケジュールを空けるのは、大変だった。光村さんには「四半期末や決算期でなければ、残業はほとんど無い」と言ってもらえたのだけれど、後輩が一人抜けた穴を埋めるため、調整していた私のシフトがなかなか空かなかった。

　無理矢理に詰め込んだ個人レッスンは、結局、夜の講習の終わったさらに後の、二十一時からになってしまった。

「残業では無いのですか？　無理を言って申し訳ありません」

　個人レッスンの時間を伝えた時に、光村さんは申し訳無がっていたが、この時間以外に空かないのでどうしようも無い。私は、夜の講習が終わった後、サブキッチンで準備をしながら光村さんを待っていた。

「じゃ、山川さんお疲れさまです！」

「締めの業務、お願いしますね。お先に失礼します〜」

「はーい、お疲れさま！」

　後輩の講師や、事務やアシスタントのみんなが続々帰っていく中、私は個人レッスンで使う予定の食材を調理台に並べていった。

　メニューは結局「初心者でも簡単に作れる、おもてなし家庭料理」にした。

　野菜スティックのハニーマスタード添え、ゴーヤチップのサラダ、ガスパチョ、ラタトゥイユ、鮭のオリーブオイル蒸し、ティラミス、そんなメニューだ。私の好物ばかりだったし、きっとこれなら、光村さんの大切な人も喜んでくれる。

　私の恋は成就しなかったけれど、それでも私は光村さんに会えて良かった。彼の大切な人を思い浮かべて、一生懸命メニューを選んだ。

『料理は、大切な人を笑顔にする』

　日々の決まりきった業務の中で、忘れていたそんな心を思い出す。私の仕事は、料理を通じて生徒さんや、生徒さんの大切な人を笑顔にすることなんだと、それを思い出させてくれた光村さんに、私は心の中で感謝をしていた。




「奈々美先生こんばんは、お邪魔します」

「……わ！　こんばんは、光村さん！」

　後ろからかけられた声に、びっくりする。振り返れば、大きな身体の光村さんが、所在なさげに立っていた。

「すいません、受付にどなたもいなくて、このキッチンかと思って入って来てしまったのですが」

「あー、すいません、先に帰っちゃったのかなぁ、ここで大丈夫ですよ」

　私が返せば、光村さんはほっとしたように笑ってくれた。

「今日は、他に誰もいらっしゃらないんですね」

「普段はこの時間は講習を入れませんので……、あ、このビルが閉まるのは二十三時半なので、それには間に合うようにレッスンをします。こちらこそ、遅くに来ていただいてすいません」

「大丈夫です。僕も通行証がありますし、閉じこめられたり、とかは無いですよ。あ、でも、奈々美先生となら閉じこめられてもいいかな？」

　冗談なのだとはわかっていても、正直、ドキリとする。他意はないのだろう、光村さんの冗談に、私は口を開けて笑ってみせる。

「……ここなら食材もありますし、一晩なら大丈夫ですね、あはは」

　冗談には冗談で返そう。私は普段通りに振る舞いながら、光村さんに用意したプリントを渡す。

「今日のレシピです。なるべく簡単にできて、女性に人気のあるメニューを選んであります。ぜひ、大切な方に振る舞ってあげてくださいね」

「美味しそうですね。本当にありがとうございます」

　嬉しそうな光村さんの声に、少し悲しくなった。がんばろう、彼を応援しよう、そう気を取り直して私は講習を始める。

「では、まず、野菜スティックと、ハニーマスタードのディップを作りましょう」

「はい、よろしくお願いします」

　私はシンクのボールに水を溜め、光村さんに指示をする。

「野菜スティックに使う野菜を、まず洗いますね。人参ときゅうりとセロリを取ってください」

「はい」

　すっと光村さんが私の後ろに立ち、野菜を渡してくる。少し距離が近いな、なんて思いながら私は渡された野菜をボールに入れた。

「きゅうりは、板ずりと言って、塩で揉んでアクを取ると食べやすくなります……？」

　おかしい、距離が近すぎる。普段は横に並んでメモを取ったり、真剣に包丁を握ったりしている光村さんが、私の首筋に息がかかるほどの距離にいる。

（え!?）

　いけない、と思った次の瞬間に、私は後ろから抱きすくめられた。大きな身体と腕に囲まれるように抱かれて、身動きなんかとれる訳が無い。

「奈々美先生、いえ、奈々美さん、すいません、キスをさせてくださいっ！」

　光村さんの大きな手に押されて、顔が上を向いてしまう。真剣な顔が目に入り、私は悲しかった。

「……ダメです！　光村さんには、大切な人がいるんでしょう、私なんかと、ダメです！」

　強い力を必死で押し返す。でも、壁みたいに厚くて堅い光村さんの筋肉質な身体と、丸太みたいな腕にはかなわない。こんなことをする人だなんて思ってなかったけど、二人きりになってしまった私も悪い。彼の大切な人を傷つけたくない、そう思っていた。

　しかし、その次の光村さんの台詞に、私は固まってしまう。

「……僕の大切な人は、奈々美さん、あなたです！」

「……えっ？」

　動きが一瞬止まった私の口に、光村さんの厚みのある唇が押しつけられた。ぬる、と熱い何かが唇をかすめて、口元を引き結んでなんとか抵抗しようとしたけれども、アゴをつかまれて強引にこじ開けられ、口の中に舌が入ってくる。

　私は混乱していた。

（光村さんが、私を大切な人、って、どういうことなの？　他に、彼女さんがいるんじゃないの？　今日のレッスンだって、彼女さんに食べさせたかったんじゃないの？）

　頭の中で、疑問がぐるぐる回る。口内に光村さんの舌が挿し入れられ、私の舌が絡め取られ、強い力で吸われる。

「……ぅ、んっ！」

　唇を甘く噛まれて、何度も音を立てて口付けられ、また舌を吸われ、息も全部飲み込まれるようなキスをされて、私の膝が砕けそうになった。光村さんは唇を離すと、ぼーっとした私を調理台に仰向けに押し倒し、上にのしかかってきた。

「……ダメ、です、こんなところで……」

　私はもう、そんなことを繰り返すしかできない。光村さんはいつもの優しい言葉も何も無く、荒い息のまま、私のブラウスのボタンを外していく。

「あっ！」

　ブラジャーもずり上げられ、エプロンの隙間から、私の胸の膨らみが顔を覗かせる。甘い香りが漂った、と思ったら、食材のハチミツを、光村さんが私の胸元にかけていた。

「ひぁ！」

　右の乳首に塗ったハチミツを、光村さんが舐め取った。最初は軽く、舌先が乳首をかすめるぐらいで舐められて、次は強く、音が鳴るほどに吸い上げられて、私の中に甘い電流が流れる。
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「……や、やめてくださ、いっ、光村さん……」

　嫌々と首を振りながら、手で頭を押し退けようとするけれど、きゅうきゅう乳首を吸われるごとに蕩とろけるような快感が背筋を流れて、うまく力が入らない。

「美味しいです……」

　低くつぶやくと、光村さんは今度は左の乳首に吸いついてくる。唾液で濡れた反対側は硬くなって、つんと上を向いて尖りきっていた。

「ひ、ひゃあっ……ん」

　右の乳首を潰すように強く摘まれ、左は熱い舌先で舐められ、ハチミツの甘い香りと一緒に、快感が私の頭の中に満ちていく。 

（抵抗、しなきゃ）

　最後の理性で逃げようとずり上がろうとしたけれど、のしかかられた身体はどうしても動かない。

「……奈々美さん、あなたと話したくて、僕はこの教室を選びました」

　光村さんが熱い声で、真っ赤に染まった私の耳たぶに囁いてくる。

「あなたに教えてほしくて、あなたと一緒に料理を作りたくて、この教室に通ったんです。それでも、僕ではダメなんですか？」

　切ない声が、私の耳を打つ。見上げれば、真剣な表情の光村さんの、すがりつくような瞳が私を見つめていた。

「初めは料理を教えてもらうだけでいいと、そう思っていたんです。でも、あなたの思いやりや、料理に対する真剣な姿勢に惹かれて、好きになって……お願いです、奈々美さん……」

「みつ、むらさん……」

　私は、返す言葉が思いつかない。

（私も、あなたのことが、好き）

　じわ、と押し殺した恋心がまたくすぶってくる。

（でも、こんなところじゃダメなのに……）

　いつもの仕事場で押し倒されている、その事実が私を素直にさせない。私は目をつむり、黙って首を振るばっかりだった。起きあがった光村さんは私の足首を持ち上げて、はいていた黒のスラックスを下着ごと取り去った。私は、はだけたブラウスと、地味なエプロンしかつけていない、そんな格好にさせられてしまう。

「こんなに濡れているのに、なんで、嫌がるんですか？」

「だ、だってぇ……」

　光村さんの指が、広げられた太ももの間を軽くなぞる。言われたように、私のそこは蜜を垂らし始めていて、やっぱり羞恥が湧き上がってくる。

「……わかりました、無理強いはしません」

　光村さんの言葉に、ほっとした私は、身体の力を抜いた。

「奈々美さんがおねだりをしてくるまで、……しませんので」

　言い切る言葉に、顔を上げて光村さんを見た。普段の優しげな笑顔とは違う、雄オスの顔。私の中が、ずくりと疼く。

（だめ。こんな、仕事場で、生徒さんとなんて。でも、光村さんは、私が好きで、私も光村さんが好きで……）

　考えがぐるぐる回って止まらない。どうしたらいいんだろう、逃げた方がいいのか、それとも。

　そんなことを考えていると、私の股間に何か冷たいものが垂らされる。途端にキッチンにまた、甘い香りが匂い立つ。

「……!?　だめ、そこは……っ!!」

　ハチミツまみれにされた女性器に、光村さんがむしゃぶりついた。硬くなったクリトリスをきつく吸われて、私の腰が跳ね上がる。舌で小陰唇をこじ開けられ、膣への入り口を舐められ、悲鳴のようなあえぎ声が次々と漏れてしまう。

「いや、いやぁ……」

　気持ちが良かった。ちゅ、ちゅ、と細かいリズムで尖りきったそこを吸われて、その度に電撃のような性感が私を貫く。ぐい、と秘裂を大きく広げられて、厚い舌で舐められると、私の奥の方から愛液が溢れ出てくる。

「ひ、ぃんっ！」

　クリトリスを潰されるように指で挟まれて、足が跳ね上がる。そのままぐちゅぐちゅと振動を与えられると、中がうねるのがわかった。

（ほしい）

　そんな考えが、ぼんやりした頭の中に浮かぶ。でも光村さんは、私の中には触れてくれない。口も舌も指も、外性器や内腿の付け根を刺激するだけで、膣内には挿入してくれない。

（ほしい、かき回してほしい、中を、乱暴に、ぐちゃぐちゃに、してほしい）

　いやらしい言葉が、頭の中に浮かんでは消えていく。

「……欲しいんですか？」

　冷たい声が頭の上から聞こえる。堅くつむった目を開ければ、光村さんと視線が合ってしまった。普段は優しげな眼鏡の向こうの瞳は、今は興奮しているのか、ケダモノみたいに光っていて、私の背筋にぞくぞくと興奮が走る。

「ち、違う、欲しくなんかぁ……っ、いやぁぁ……」

　否定したくて懸命に首を振るけれど、私の腰は何かを求めて、浮いて震えていた。

「強情ですね。おねだりするまで、差し上げられませんよ？」

　そんな言葉を低く囁かれて、私の中が期待するようにひくつくのがわかった。

「……素直になるまで、『こちら』を召し上がりますか？」

　濡れそぼった割れ目を、何かひんやりしたものがかすめた。

（な、何？）

　混乱しながら自分の股間を見ようと首を持ち上げるけれど、めくり上げられたエプロンに邪魔されて、どうしても見えない。

「……？　あっ、ああっ！」

　ぬる、とその冷たい何かが、私の亀裂を割り開いて潜り込んでくる。固い、冷たい、何か。

「や、やめてぇ……っ、抜いてくださいっ！」

「……ナニか、当てたら抜いてあげますよ？」

　光村さんが、私の耳元に囁いてくる。何を挿いれられているのか、私は必死に自分の膣を締め付ける。

「ひぃ、っ！　ああっ、あぁ……！」

　締め付けたところに、無理矢理、その何かが押し込まれる。膣の奥、子宮口に突き当たる辺りでそれは止まり、また抜き出され、押し込まれる。

「あ、あんっ、んっ、んっ！　だめ……ぇ……」

　ぐちゃぐちゃと、固いソレで胎内をかき回されるようにされ、私はぼやけた頭でやっと気づく。

（人参だ。人参で、犯されてる）

　ごつんごつんと奥を突き上げられて、快感が甘く重く腰に溜まっていく。

「に、人参です、っ、あ、だから、抜いてくだ、さい……っ！」

「奈々美さんはさすがですね。こちらの口でもわかるなんて」

　野菜なんかで犯されている。そんな現実と、のしかかってくる光村さんの重みと、いつもとは違う冷たく低い声。私の膣内が更に強く、挿入された人参を締め付け、イく寸前まで私は追い詰められる。

「あんっ！　ひ、ひあぁ……あっ、あぁー、あーっ？」

イく、と思った瞬間、私の中を虐めていた、その圧迫感が抜かれた。

「……当たりましたので、約束通り抜いてあげましたよ？」

　意地悪な光村さんの言葉。イく寸前だった私の肉穴は口を開け、物欲しそうに震えている。

「ばか、ばかぁ……、も……ぅ……」

「僕のが、欲しいでしょう？　こんなにひくつかせて」

　光村さんがまた追い詰めてくる。私はもう、限界だった。でも、ここで欲しいなんて言えない。

「ちがっ、欲しく、なんかぁ……っ！」

「……おねだりできるまで、もっと召し上がりますか？」

　光村さんは唇の端だけを上げると、調理台の上のオリーブ油を手にとり、私の股間に垂らす。

「つ、つめた……いぃ……」

「熱くしてさしあげます」

　また、光村さんが固い何かを私の股間に押しつける。

「……ひ、っ、ちが、そこ、違う、ちがうのぉ……！」

　ぐい、とお尻の穴に何かが触れて、それがオリーブ油の滑りと一緒に潜り込んでくる。人参よりも細く、表面がざらざらのソレ。私はすぐにわかってしまった。

「キュウリ、ダメです、挿いれないでっ！　お尻、だめぇ……!!」

「……かわいいです、奈々美さん……」

　抵抗しようにも、もう、力も入らない。光村さんは小さくつぶやくと、今度は前の穴にまた何かを挿入してくる。

「んぐ、ぐうっ、んん!!」

　太いソレが、膣口を割り開いて侵入してくる。太いつるつるとしたソレは、何かはすぐわかる。私はうわごとみたいに、ソレが何かを繰り返す。

「ナス、挿れちゃ、だめ……っ」

　お尻の穴にキュウリ、前の穴にナスを入れられて、そんな酷いことをされているのに、私の肉穴は挿し込まれた異物を締め付ける。動かして、ぐちゃぐちゃにして欲しいのに、また光村さんはすぐに抜いてしまう。

「よくできました。では、これは？」

　次に、前の穴に押し当てられたのはズッキーニで、今までの蹂躙で緩んでいたそこは、すんなりと奥まで飲み込んでしまった。

「んあぁっ！」

　固くて大きなズッキーニが膣壁を割り開いて、私の胎内に挿入される。太い先端でクリトリスの裏側を擦られると、頭の中に火花が散って、目の前がチカチカし始める。

「ひ、ひんっ！　ごりごり、だめ、だめぇ！」

　奥の奥、子宮口に突き当たるくらい押し込まれて、私の背中が限界まで反った。

「ナニが入ってるか、わかりますか？当てたら抜いてあげますから……」

　抜いて欲しい、でも抜いて欲しくない、イきたい。どうしたらいいんだろう、混乱しながら私は叫ぶ。

「ず、ズッキーニぃ、だめ、なのぉ！　お願い、イかせてください……っ！」

　私の哀願するような声に、光村さんの目が細くなる。ぬる、と愛液にまみれたズッキーニが抜かれて、次にもっと太い、デコボコした物がぴたりと膣口に当てられた。

「ひっ、いぃぃぃっ！！」

　ごり、と凄まじい圧迫感と一緒に、それが私の胎内をくまなく犯す。肉の穴は目一杯に拡がってそれを咥え込んで、ぎゅうぎゅうと締め付ける。

「無理、むりぃ、ゴーヤ、むり、ぃっ!!」

　唇の端から涎を垂れ流し、頭を激しく振る。拡張されきった媚肉がゴーヤを咥え込んで、後から後から愛液が滲み出してくる。光村さんは私の反応を見ながら、ゴーヤを動かし始めた。挿し込まれたままだったお尻のきゅうりと、前の穴のゴーヤが内側でゴリゴリ押しあって、私の気持ちいいところを全部えぐってくる。

「お、おぐぅ、らめぇ！　いく、いくぅっ!!」

　ねじ込まれたゴーヤの先端が私の最奥を犯し、私は痙攣しながら達してしまう。ぎゅうぎゅうと不随意に締め付ける肉襞が、ゴーヤのデコボコに刺激されて絶頂するのが止まらない。

「い、いっひゃった、から、も、らめ、らめ、イったから、も……ぅ……、うぐ、うぅーっ！」

　ぬる、とお尻の穴と膣から圧迫感が抜け出て、私は息を吐いた。野菜でぐちゃぐちゃにされたアソコに、熱いモノが押しつけられる。

「……奈々美さん、素直になってくださいね？」

　ささやかれた低い声は熱さをはらんでいて、私はそれだけでも達しそうになる。

（素直になる、って）

　私の中が、光村さんを求めてきゅんきゅんと締まり、愛液が溢れるように、膣口からにじみ出る。

（言わなきゃ、おねだり、しなきゃ）

「……ほしい、ほしいです、みつむらさんの、熱いの、ほし、い……」

「おねだり、してくれましたね」

　私は光村さんの首に手を回しながら、いやらしい言葉でねだった。光村さんは薄く笑うと、私の開ききった入り口に先端を当てて、一気に挿し貫いてくる。

「……あ？　あぁぁっ!!」

　ごり、と最奥まで一気に貫かれて、私はまたイった。のけぞりながらガクガク痙攣する身体を押さえつけられて、光村さんは叩きつけるように腰を使ってくる。

「ひぎ、ぃ！　いっひゃ、いってる、い、いぐ、いぐ……ぅっ！」

　イきっぱなしになっている私の胎内を、光村さんは容赦なくかき回す。亀頭が私の奥に突き入れられ、子宮の入り口に潜り込もうとする。緩んでいた子宮口はあっさり陥落し、押し込まれる先端にむしゃぶりついていく。肉の襞が待ち望んでいた陰茎に媚びるように絡み付き、離そうとしない。
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「あー、あーっ！」

　ぎゅうぎゅうと光村さんの逞しい背中にすがりついて、私は叫ぶしかできなくなっていた。大好きな光村さんの大きな身体が、私を押しつぶして犯してくる。

　もっと、めちゃめちゃに、して。

「ひもひ、ぃ、ひもひ、い、っ、みつむらしゃ、しゅき、しゅきぃ……！」

「僕も、大好きです、ななみさん、ななみさんっ！」

　光村さんの余裕のない声に、また追い上げられて私は絶頂する。大きな光村さんの熱いモノが、私の全部をえぐって犯して、頭の中が真っ白になっていく。身体がふわ、と浮く感じがして、胎内がうねって熱い肉棒を締め付けて、またイって、ぷつりと意識が途切れる。

「あ、あっ、あ、ひ、ひぁっ！　あぎ、いぐ、いぐ、い、っ……！！」

　途切れた意識は、また突き込まれる衝撃で戻されて、私は目の前の身体に必死でしがみつく。

　気持ち良すぎて、おかしくなる。

「ななみさん、出しますっ！」

　もうこれ以上入らないと思っていたその奥、子宮の内膜まで、灼熱は届いた。熱いしぶきが弾けて、精液を直に子宮にそそぎ込まれて、その刺激に、私は何度目かわからないほどの深い絶頂を迎えた。

「あ、あぁ……、っ、あ、あー、あーっ…………」

　私の意識は、暗闇に飲み込まれていった。暗くなる視界の中で最後に見えたのは、慈しむような光村さんの優しい目で、それを嬉しいと、そう思ったことだけは覚えている。




　いい匂いがする。トマトの煮える、いい匂い。

目を開ければ、見覚えのあるキッチンの、白い天井と照明が見えた。眠っていたのだろうか。まぶたを擦りながら顔を回すと、そこは仕事場のサブキッチンだった。並べられた椅子に私は横になっていた。

（なんで、こんなとこで）

　起きあがると、何かが股間から溢れて内腿を伝う感触がする。

（生理……は、まだ早いよね……？）

　ショーツははいている、服装も乱れていない。私は記憶をたどる。

「あっ!?」

　そうだ、私は、光村さんと。腿を伝うのは、彼の。

（光村さんの、精液だ）

　私は、さっきまでのことを全部思い出した。仕事場であんなことをしてしまった。思い出すと、股間がまた物欲しそうにぎゅっと締まる。

「……起きましたか？」

　低い声に私は振り向いた。そこにはいつもの光村さんが立っていて、ニコニコと優しそうな笑顔を浮かべている。

「あ、あの……」

　さっきのあれは、夢、だったのだろうか。椅子に座る私の前で、光村さんは膝をついて頭を低くする。

「……奈々美さん。その、先ほどは、とんでもないことをしてしまい、申し訳ないです」

　あれは、夢じゃなかったと、光村さんの台詞で確認する。土下座をするのか、と思うぐらい深々と頭を下げる彼の頭を、私は手を伸ばして撫でた。

「……その、びっくりしたけど、ええと、だ、大丈夫です」

　気持ち良かったので、と付け加えるのは止めたけど、私の顔は真っ赤になった。顔を上げた光村さんはほっとしたように表情をゆるめると、ぐっと私の手を握りしめる。

「……こんなことをしておいて、バカみたいですが、僕の大切な人はあなたです。奈々美さんに美味しい料理を食べて欲しくて、今日の個人レッスンも申し込みましたし、その、嫌でなければ、僕と交際をしてください！」

　頬を真っ赤にさせながら、情けない顔で告白してくる光村さんは、さっき私を襲ってきたケダモノではない、いつもの優しい光村さんだった。

「……はい」

　緊張で心臓がバクバク鳴って、今にも口から飛び出そうになる。なんとか返事をすれば、光村さんの表情がふにゃ、と緩んだ。

「私も、光村さんのこと、ずっと好きで。誤解していて、すみません……」

「いえ！　僕もはっきり言わなかった、ので……」

　もじもじと、二人で顔を見合わせる。甘ったるい空気が周囲に流れた。

　そこに、ＩＨコンロの警告音がピーピー鳴り始めた。

「あ！　大丈夫だったかな……」

　光村さんが慌ててスイッチを切って、鍋の中を覗き込む。何かを作っていたのだろうか、私も立ち上がって鍋を一緒に覗いた。

「あの、レシピを見ながら、出来そうなのだけ作っていたのですが……」

　そこには、トマトの野菜煮込み、ラタトゥイユが出来上がっていた。さっきからキッチンに漂っていたトマトのいい匂いはこれだったのか、と私のおなかが鳴る。

「……おなか、空きましたか？」

　その言葉にうなずくと、光村さんは食器を出してきて、出来上がったラタトゥイユを盛りつけてくれる。

「うまく出来たか、わかりませんけれども」

　恥ずかしそうに差し出してくるそれを受け取り、私は一匙を口に入れる。

「美味しい」

「良かったです！」

　嬉しそうな光村さんに、私は言葉を付け加える。

「……美味しいですが、一つまみ塩を足した方が野菜の味がはっきりしますね。あと、まだ煮込み不足なので、もう十分ほどとろ火で煮込みましょう」

　つい、講習のような口調になってしまい、光村さんが笑いだした。

「あはは、はい、がんばりますね、奈々美先生。あなたを笑顔にできるように、美味しい料理を作りたいです。どうぞご教授ください」

「あ、すいません！」

　気づいた私は慌てるけれど、光村さんはニコニコしているままだった。

「また、よろしければ個人レッスンをお願いしたいです。……今度は、僕の家で」

　きらり、と眼鏡の奥の瞳が光る。それはさっき見たのと同じ、ケダモノのような視線で、私の身体の奥がまた熱くなる。

「……喜んで」

　答える私の唇を、光村さんがゆっくりふさいでくる。私はその深いキスを受けながら、光村さんの言葉を思い出す。

『料理は、大切な人を笑顔にする』

　大事なことを思い出させてくれた、光村さんに私は感謝をしながら、その広くて大きな背中に腕を回した。二人の鼓動が融け合っていく感触が気持ちいい。

　私も、光村さんを笑顔にしたい。

　そう思いながら、私はぎゅっとしがみつき、優しく背中を撫でる。

（いつまでも、この人を笑顔にできますように）

　私はそう祈りながら、抱き返してくる太い腕を愛おしく思ったのだった。

★おわり★
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　私はたくましい男性の背中に、そっと手のひらを置いた。骨格と筋肉に添いながら力を込めて、指先の感覚を頼りにコっている箇所を探り、重点的に揉んでいく。丁寧に指を添わせ、体重をかけ、均等にコリを解していくと、男性の口からはため息が漏れてきた。

　よし、今度こそは試験に合格してやる。唇を引き締めながら、私はさらに力を込めて広い背中を押し潰す。

「あー、へたくそ！　やめやめ！」

「ふえっ？」

　間接照明で薄明るいマッサージ室の中、その男性・高たか木ぎ敦あつ士しは、ガバッと大きな身体を起こした。

「広ひろ岡おかぁ！　お前、ほんとに学習しねぇなぁ……。六十五点！」

「あと五点じゃないですかぁ、おまけしてくださいよぉ高木マネージャ〜」

「甘えるな広岡！　こっちは商売でマッサージ屋やってるんだ。技術が足りない奴を昇級させる訳にはいかないんだよ。『あそこのマッサージ屋は腕が悪い』なんて噂になってみろ。商売あがったりだっつぅの」

　高木マネージャーは私の上司だ。私、広岡美み奈な子こは新米の三級マッサージ師で、高木マネは新人教育担当で、今日の試験台になって採点をしてくれている。社内規定では七十点以上でないと、二級にはなれない。二級になれば基本給もあがるし、私は早く昇級したいと焦っていた。

　高木マネは、壁の電灯のスイッチを入れる。天井のライトが点いて、マッサージ室は明るい蛍光灯に照らされる。閉店時間を過ぎた店内は高木マネの声以外は静かで、パネルで区切られた狭い室内にマッサージ用のベッドが一台、置かれている。

　狭い部屋の片隅でしょんぼりと下を向いている私に、高木マネが声をかけてくる。またお説教かと思うと、ため息を吐きたくもなるが、ぐっとこらえた。
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「広岡、お前、専門出てここ勤めて何年だ」

「半年です」

「専門は三年制か？」

「……はい」

「三年半勉強して、この腕かぁ？　悪いが、向いてないんじゃないのか？」

　返す言葉が見つからない。黙る私に高木マネは、言葉をかぶせてくる。

「指名はあるのか」

「……今週は、二件ありました」

「いくら何でも少なすぎだろうが、素人か」

「……申し訳ありません」

「謝るな。謝る暇があったら技術を磨け。以上」

　高木マネは私に背中を向けてしまった。ワイシャツの背中を盛り上げる、たくましい背筋が目立つ。

　高木マネは言動だけでなく、外見からして体育会系だった。背はそこまで高くなくて百七十センチちょっとだけど、体格はがっしりとしていて筋肉質だ。短く刈った黒髪と、太い眉毛と切れ長の一重まぶたのせいで、少し怖くも見える。体育会系らしく面倒見の良い兄貴分、という感じで、私は普段は気さくに話している。冗談も通じるし、頼りになるいい上司だと思うのだけど、こと仕事や技術については厳しい。

　私の勤務しているマッサージ店のチェーンは、よくあるお店とは少し違い、資格を持ったマッサージ師を配置しているのが売りだ。ちょっと料金は高めだが、それでも技術と安心感を求めて来る、年配のお客さんが多い。宣伝は口コミの比重が大きいので『あそこは腕が悪い』なんて噂が立ったら大変なことはわかる。

　高木さんは県内のチェーン店を統括しているマネージャーだ。同時に新入社員の教育担当もしていて、私は入社して半年、ずっと高木マネージャーの指導を受けている。

「……また昇級できなかったなぁ」

　お店からの帰り道を、とぼとぼと歩く。自分が、もしかしたらあまりマッサージが上手くないのでは、というのは専門学校の時からうっすらと気付いてはいた。それでも、勉強すれば上達すると思って、教本を読んだり友達や家族に実験台になってもらったり、がんばってきている。それでも、指導役の上司にここまでダメ出しされると、やる気となけなしの自信がいっぺんに消え失せてしまう。

（……がんばっているのに。やっぱり高木マネが言うとおり、この仕事に向いてないんだろうか）

　下を向いていると涙がこぼれそうになって、私は慌てて空を見上げる。いやいや、弱気になっていちゃいけない。がんばろう。心の中でつぶやいて、私は自分のアパートに歩いていった。

　


「あーあ……」

　翌日、出勤はしたけれど、私は元気無く机に突っ伏していた。新しめの雑居ビルのワンフロアがお店になっていて、事務室のこの机が、私の定位置だった。

　今日も相変わらず私への指名は無く、『向いてないんじゃないのか』という高木マネの言葉が頭をぐるぐる回る。指名が無いということは、誰でもいいからマッサージをして欲しい、というフリーのお客さんが来ない限りは、私の仕事は無い。落ち込む私の肩を、入ってきた店長の笹ささ野のさんが揉んでくる。

「広岡さん元気無いね〜。また高木に説教でもされたのぉ？」

「ひゃあ！　あぁ〜、店長、そこ、気持ちいい〜」

「変な声出さない！　あと、これ以上は料金とるよ？」

　的確にコリが溜まった肩のツボを押され、思わず妙な声が出た。笹野店長は三十代半ばで、シングルマザーだ。もう中学生のお子さんがいるそうだが、とてもそうは見えないくらいに若くてきれいだ。そして、キャリアの違いもあるのだろうけど、マッサージがとても上手い。自分と違って指名がどんどん入る店長が、私はうらやましくて仕方が無かった。

「はい……、昨日、昇級の試験だったんですけど、また落ちちゃって」

「高木もな〜、あいつ、口悪いでしょ？　あいつが教育担当なんて、広岡さんかわいそう！」

「……笹野店長は、高木マネと同期なんでしたっけ？」

「そうよ、偉そうなことばっか言っちゃって、笑っちゃう。まぁ確かに、あいつの技術は上手いんだけどさ」

「店長より上手いんですか？」

　何気ない私の質問に、笹野店長は複雑な表情をする。

「私より、って言うか、比べられないんだけど、あいつの施術って固定ファンが多い感じだったのよ。マダムキラーっていうか……。とにかく女性からの指名が多かったわね」

「やっぱり高木マネージャーって、モテるんですかね？」

　高木マネのルックスは爽やかで誠実そうだし、明るくて人当たりもいい。若い女の子だけでなくて、お客さんの多数を占める年配女性からも、人気がありそうだ。

「えぇ〜？　私、専門の時からあいつ知ってるけど、どうかしらねぇ……。とりあえず今は彼女いないらしくて、飲みに行くと『紹介しろ』ってうるさいけど」

「紹介、してあげないんですか？」

　彼女がいない、ということを聞いて、ちょっとドキドキしている自分がいることに驚いた。よく考えたら、高木マネの外見は結構タイプだし、仕事に対する姿勢は尊敬できる。彼氏になったら、案外楽しいのかもしれない。

（でもなぁ、口が悪すぎるよね、厳しくて……、二人きりになるの怖いし。というか、高木マネが私なんかを意識するはずないよね……あり得ないな……）

　バカな想像をしてしまった自分がおかしくて、苦笑してしまう。そんな私の妄想を断ち切ったのは、店長の言葉だった。

「広岡さん、高木に実地で教えてもらえば？営業時間外なら、適当にマッサージ室使っていいわよ」

「え、いいんですか……、高木マネもお忙しいのに」

　意外な提案に驚く。直接に教えてもらえば、確かに技術は向上するかもしれないけど、そこまで甘えていいのかよくわからない。それに、来月に新店舗の予定があるので、高木マネージャーは人材の確保と教育に忙しいはずだった。

「いーのいーの、どうせあいつなんか、彼女もいないし暇よぉ。教育担当ってなら、ちゃんと教える義務があるでしょ！　残業つけといてもいいからね〜」

「はい、ありがとうございます……」

　お礼を言いつつも、私はちょっと憂鬱になっていた。高木マネージャーにまた、技術のことを責められるんだろうか。『向いてないんじゃないのか』と、昨日の言葉を思い出してしまう。

「じゃ、私、高木に話を通しとくから。明日の夜でいーい？　予定あったらずらすけど」

「いえ、大丈夫です！」

　明るい笹野店長の口調が少し恨めしい。私の技術を心配してのことなんだから、ありがたく思わなければいけない。そうわかってはいても、私の気は重くなる。

　


　嫌な時間はすぐにやってくる。次の日の夜、私はまた、閉店後の店内で高木マネージャーと二人きりになっていた。

「広岡、笹野から話は聞いた。今日は、特別に個人指導してやるからな。厳しくいくぞ」

「よろしくお願いしまぁす……」

　お辞儀しながら言えば、高木マネが顔をしかめながら返してくる。今日は普段のワイシャツ姿ではなく、私と同じ制服で半袖の白衣を着ていて、高木マネの鍛えられた太い二の腕がよく見える。

「お前なぁ、態度が露骨なんだよ。お前から個人指導希望しといて、あからさまに嫌そうな顔をするな！」

「……だって、高木マネージャー、どうせ怒るじゃないですかぁ」

「お前がまったく進歩しないからだろうが！怒られたくなければ、成長しようとしろ、努力をしろ！」

「ほら〜、また怒る〜」

　私が混ぜっ返すと、高木マネからは軽くげんこつが飛んできた。

「少しは黙れ。ほら、そこ座っとけ！」

　渋々マッサージ台に座れば、高木マネの腕が伸びてきて、ゆっくりと私の首筋を揉みはじめた。

「……ふぁぁ……」

　思わず、空気の漏れるような声が出る。合間に自分で触ったり、備品の電動マッサージャーを借りて揉んだりはしているが、仕事の終わりにはいつも肩周りがガチガチになる。その私の首と肩のコリを、高木マネージャーの太い指が丁寧にほぐしていった。

「うぅ、気持ちいい〜」

「広岡ぁ！　ちゃんと盗める技術は盗めよ。俺がお前にしてやっている施術は、自分のとどこが違うか意識しろ」

「わ、わかりました……！」

　高木マネのマッサージのあまりの心地よさに、本来の目的を忘れそうになって、私は慌てて大きく返事をした。

「おとといも思ったんだが、お前の施術は迷いがあるんだよ。『ここが気持ちいいのかな？』『ここがコっているのかな？』ってなぁ、迷いながらなんとなく揉んでいる。だから客は満足しない」

　しゃべりながらマッサージを続ける高木マネの親指が、私の首の付け根に、ぐいっと食い込んでくる。

「ぅ、うぅんっ！」

「ここに血流が停滞して、コリの元があるんだよ、わかるか？」

　ツボを押された気持ちよさにうめき声しか出ず、私はうなずいた。

「こういうのを丹念に揉んで、周りの固まった筋肉を解して、そういう丁寧さが必要なんだぞ？　わかったか？」

「……は、はぃ〜」

「本当にわかってんのか、広岡！」

　気の抜けた声で返事をすると、もう一回、軽くげんこつが飛んできた。貶けなされまくって少し腹も立つけれど、それでも高木マネージャーの施術は気持ちがいい。

「広岡、力任せにグイグイ揉むばっかりでもダメだぞ。抜くところは抜いて、力を入れるところは入れる。その緩急も大事だ」

　痛い、と思う寸前まで高木マネの指がコリに食い込み、その後は優しく丁寧に揉み解される。肩から首にかけてがポカポカと温かく火照ってきて、血流が促進されていくのがよくわかる。

（……お客さんは、こういうマッサージを求めてるんだろうな）

　自分の不器用な施術を思い出し、私は下を向いた。いや、落ち込んでいる暇はない。少しでも、高木マネージャーや笹野店長のように、お客さんを満足させたい。そう思って、がんばって資格を取ったんじゃないか、私は膝ひざに置いた拳を握りしめた。

　肩を揉んでいた指が離れ、心地よさに浸っていた私は我に返る。

「そこにうつ伏せに寝ろ。次は背中と腰だ」

　高木マネに指さされたマッサージ台の上のタオルに、顔を埋めた。力を抜いて横たわる私の足の上に、高木マネが乗ってくる気配がする。

「……ぅ、む」

　肩甲骨の下に指を入れられ、ぐっと力を込められると、肺が潰れてくぐもった声が出た。男性の力で強く揉んでもらえると、張り付くように硬く縮こまっていた筋肉が、どんどん解されていくのがわかる。

　背中を丹念に揉んでもらい、蕩とろけるような心地になっている私は、ある違和感に気づいた。高木マネが跨またがっている太ももに、何か柔らかいものが触れる感触がする。

（これって、もしかして……？）

　高木マネは、一心不乱に私の背中を揉み解してくれている。だから気づいていないのかもしれないけれど、私の太ももに局部が押し付けられる体勢になっている。

（どうしよう、言った方がいいのかな……）

　私は迷ってしまう。ワザとじゃなかったら悪いし、第一、その柔らかさから考えると、別に高木マネは勃起しているわけではない。

（え、それでこの大きさ？　おっきい、よね……？）

　考えるのをやめようとすればするほど、私の意識は「それ」に向かっていってしまう。高木マネが身動ぎをするたびに、太ももに重量のある温かい「それ」が押し付けられ、私の鼓動は早まっていった。

（か、考えたら、いま、男性と、二人きりで、身体の上に乗られてマッサージとかされてて、これってエッチな状況なんじゃ……）

　いくらなんでも、それは高木マネに失礼だ。第一、高木マネと二人きりなんて、これまでにも何回かあった。打ち消そうとするが、一度意識してしまうと、もう止まらなかった。高木マネの指先が私の身体のツボを押してくれる度に、くすぐったさと一緒にゆるい快感が湧き上がる。

「どうした、広岡。痛いなら言うんだぞ。無理なら手を挙げろ」

「は、はいっ!!」

　急にかけられた声に、私は必死に意識を引き戻した。こんな刺激に感じてしまってはいけない、高木マネに申し訳ない。そう思えば思う程、私の身体は簡単に熱くなっていってしまう。

　高木マネが、私の腰の上に手のひらを移し、ぐいぐい体重をかけてくる。その刺激にまたエッチな気分が刺激されて、私の鼓動がどんどん早くなっていく。

「ん、んふ、ふぅ……、うぅ……っ」

　声が出ないように唇を前歯で噛みしめる。尾びてい骨の上を熱い手のひらが滑り、親指が腰よう椎ついを揉み解す。腰周りの気持ちいいツボを押されて、私の身体は快感を拾ってどんどん熱くなっていった。

（ダメだって……、そういうんじゃ、ないのにぃ……）

　必死で感じないように、これはただの指導なんだ、と思い込もうとするが上手くいかない。脇腹を軽く撫でられる感触が、普段ならくすぐったいだけなんだろうけど、背筋が粟立つくらいに快感を伝えてくる。

「……ぁ、んっ」

　一度、快感を拾ってしまったら、もう私の身体は止まらなかった。

（そういえば最近、自分でもシてなかったし……）

　彼氏も、もう二年はいないし、そういうのとはご無沙汰だった。そんなモテない自分をうらめしく思いながら、私は高木マネのマッサージを受ける。男の人の手って、こんなに熱かったっけ、高木マネは、エッチの時はこうやって触るのかな、そんな妄想も浮かんでくるが、慌てて打ち消した。

（バカバカ、そういうの考えちゃ、だめ！）

　火が点いてしまったかのように、与えられる刺激の全部が、快感となって全身に伝わっていく。マッサージ台の角を強く握って、その快楽を逃がそうと試みるが上手くいかない。

「ひ、ん……、ふぁぁ……っ！」

　今はうつ伏せだ。顔は見えてないだろう。目を固くつむって、弾む息をなんとか吐き出した。

　高木マネの指が、お尻の方に回される。大だい臀でん部ぶを揉み解す施術はよくあって、座り仕事のお客さんに好評だ。ただ、今の私にはその感触は刺激が強すぎた。

「……ぅ、うぅー……、んんっ！」

　大臀筋を解す手付きに、くすぐったいような絶妙な性感と、お尻を揉まれている羞恥心が混じる。奥歯を噛みしめなんとか声を堪えるが、熱い吐息が鼻から漏れ出ていく。お尻の割れ目の奥の方がじんじんと痺れたように火照ほてり、きゅ、と、何か物欲しそうに締め付けてしまうのが自覚できた。

（絶対コレ、濡れてるよぉ……。恥ずかしぃ……）

　直後に、大きな手のひらに太ももを撫でられて、肩がびくりと跳ね上がる。同時に、股間がじんわり潤う気配がして、頭を軽く振ってその感覚をやり過ごす。

「……背面はこんなもんか」

　もう終わりなのか、高木マネージャーの指がやっと離れた。身体の上が軽くなり、マッサージ台の横に高木マネが立つ気配がする。感じているのに感じていない振りをしなくてはいけない、そんなもどかしい状況から解放されて、私はほっと一息つく。安心はしたけれども、体の奥の甘い炎は、残念そうに揺らめいていた。

「あ、ありがとうございました……」

　なんとかお礼を言う私だったけれど、次の高木マネの一言でまた焦ってしまう。

「よし、じゃ、上向け。鎖骨周りのマッサージも教えてやる」

「え、あ、仰向けですか!?」

「あぁ？　何か問題でもあるのか？」

　そう言われてしまえば、断れる訳も無かった。私は火照った顔を見られないように、腕で隠しながらなんとか仰向けの体勢になる。

「腕が邪魔で鎖骨周りができないだろうが、手は横に置け！」

「ふぁい……」

　腕を身体の横に置いて、私は目を固く閉じて高木マネの指を待つ。首から鎖骨にかけて指先を沿わせられると、新しい刺激にまた体の奥から、ゆるやかな快楽が湧きおこってきた。今の自分の状態を気づかれないように祈りながら、更に引き出される性感を堪え続ける。

「鎖骨から大胸筋にかけてもコリが溜まるからな、客の症状によっては、この辺も重要だぞ？」

「は、はい！」

　高木マネは、真面目にマッサージのコツを教えてくれているのに、私はなんでこんなにエッチな気分になってしまうんだろうか。情けなくてため息が出るけれど、その息すら途切れ途切れで甘く、もう少しで喘ぎ声になりそうだった。

「う、うぇ?!」

　高木マネの手が、私のささやかな胸のふくらみを包み込むように動き、乳首に触れるかすかな感触にも性感が走る。
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「……広岡、どうした？　ここの解し方も教えてやるからな」

「な、なんでもありません！」

「心配すんな、お前の小さいのなんかに興味ねぇって」

　気にしてることを抉えぐってくる高木マネの軽口にも、言い返す気力は無い。これは、マッサージなんだ。高木マネはただ、私に技術を教えてくれているだけなんだ。何度も何度も自分に言い聞かせて、私は乳房を揉まれる感覚をやり過ごしていた。

「う、うぐっ」

　固く尖とがった乳首を擦られて、白衣もブラもつけているはずなのに、抑え込んだ悲鳴が漏れる。こんなに乳首で感じるのなんか初めてで、高木マネの指先が軽く掠かすめるだけでも、震えるほどの快感が湧き上がる。

「……くはっ、あ、うぅ……」

　体重をかけられ乳房を潰されて、喉の奥から堪えきれず吐息が漏れだした。瞳は潤み、そっと開けたまぶたから見える天井は、じんわり滲んでいる。頬は火照り、汗が一筋こめかみを流れ落ちるのがわかった。身体の奥の方が濡れて堪らないのを、内ももを擦り合わせて我慢する。ただのマッサージの指導なのに、こんなに感じる私の身体が、恨めしくて仕方がなかった。

（もうダメだ、これ以上）

　これ以上、触れられたらイってしまう。それだけはなんとしても避けたい。でも、感じているのに気づかれてもいけない。

（どうしよう、どうしよう）

「あ、あの！　痛い、痛いです!!」

　とっさに出た言葉と同時に、胸の上の高木マネの腕を払いのけた。驚いたように私を見つめる表情が目に入ったが、気にする余裕は無く、私はマッサージ台から転がり落ちるように降りる。

「すまん、やりすぎたか。大丈夫か？」

　かけてくれる言葉に、軽く頭を振った。なんとかしてこの場を離れたい。私は叫ぶように返事をした。

「お、お手洗い、行ってきます!!」

　バツの悪そうな高木マネに背中を向けて、お店の女子トイレに駆け込んだ。個室の扉を背にして立ちながら、白衣のズボンの上から股間を押さえると、甘い性感が首筋を駆け昇っていった。

「……んんっ！」

　頭の後ろで何かが弾けたような感覚がして、膝が抜けそうになる。びくびくと身体が震えて、自分の意志だと上手く止められない。

（……イっちゃった、普通に、マッサージしてもらってただけなのに）

　私は、軽く絶頂に達していた。自分がひどく淫乱になったようで、羞恥心に顔がますます熱くなっていく。

「うそぉ……」

　崩れそうになる膝をなんとか支えて、ズボンとショーツをいっぺんに下ろす。のぞき込んでみれば、ショーツのクロッチの部分は、向こうが透けそうなほどに愛液で濡れていた。

（これ、なんなのぉ……？）

　少し前の、高木マネの手のひらの熱さが、ふいによみがえってくる。そうすると、また痺しびれるような快感が濡れた股間からじわりと滲み出て、私は唇を噛んだ。

（こんな、お店のトイレでなんて……）

　直接、愛液でぐしょ濡れの性器に触れて、熱く火照った身体を自ら慰めたい、クリトリスをいじって、もう一度イってしまいたい。そんな欲望をなんとか振り払う。

「はああぁ…………」

　高木マネはマッサージの指導をしてくれただけなのに、あんなに感じてしまった。私は自己嫌悪に襲われて、しばらくトイレの扉にもたれて立ち尽くしていた。

　


　正直な話、翌日は休みたかったのだが、珍しく指名予約が入っていたので、私は重たい頭を抱えてお店に来ていた。ぼんやりしながら事務室でタイムカードを押していると、笹野店長が挨拶してきてくれる。

「広岡さんおはよ。昨日の高木の個人指導どうだった？　何かヒントになった？」

「え！　その、いえ、セッティングしていただいてありがとうございました！」

　慌てて答えたせいか声が裏返ってしまい、笹野店長が笑う。

　昨日、トイレから戻った後も、ごまかすのが大変だった。高木マネに心配をされて、『すまん、つい夢中になったな、痛かったか？　大丈夫か？』なんて言われてしまい、罪悪感で胸がいっぱいになってしまった。

（あなたのマッサージで、気持ちよくなってしまいました、なんて言える訳無いし……）

　高木マネの心配顔が、頭のすみにふと浮かぶ。いつもは態度も大きいし自信たっぷりな高木マネが、情けない顔をしていたなぁ、あんな顔もするんだなぁ、なんて思い出すと、心の奥が少し熱くなった。

「どしたの広岡さん、顔赤いよ？　……もしかして昨日、高木に何かされた？　訴えるなら味方するよ？」

　何かされた？、という笹野店長の台詞に、昨日の胸へのマッサージを思い出し、ますます頬が火照ってしまう。

「いえいえ！　何もないです！　勉強させていただきました！」

　慌てながら否定しても、嘘っぽくしかならない。真っ赤に染まった私の顔をのぞき込みながら、笹野店長は人の悪い笑みを浮かべている。

「ふ〜ん？　ま、何もなかったならいいんだけどね〜」

「ほんっとーに！　何もないですよぉ〜」

　ほとんど泣くような情けない声で、私は否定を続けている。あんな恥ずかしいこと、絶対にバレたくない。私は必死だった。

「……そんなに嫌がられて、高木だってかわいそうねぇ。でもほんと、何かあったりしたら私がアイツのこと詰めてあげるから、ちゃんと言ってね？」

「……嫌がってる訳じゃ、ないですけど……」

　笹野店長の心遣いにも、いたたまれない気分がますます募る。

　昨日のアレは、本当に何だったんだろうか。『性感マッサージ』とかの、そういうエッチなものなんだろうか。考えるけれど、どうしてもわからない。

（身体の相性、とか？　それとも、私の性欲がたまっていた……？）

　もしかしたら私は、自分で思っているよりいやらしいのではないか、そんなことも浮かんできて、頭を強く振ってその考えを振り払った。今日は珍しく指名が入っているのだ、しっかりしなくてはいけない。私は堅く拳を握りしめて、小さく気合いを入れた。

　


　今日、私を指名してくれたお客さんは、常連の六十代後半の女性だった。私がこのお店に勤めだして半年、月に一回は必ず来店して指名をくれる、ありがたい存在だ。

　マッサージ室に入り、腰掛けているお客さんの前に膝をついて最初の挨拶をする。

「いつもご指名ありがとうございます、マッサージ師の広岡です。今日は、どちらのマッサージをご希望でしょうか？」

「そうねぇ、ちょっと肩コリがひどいのよ。首とか肩とかお願いね」

　上品な奥様が、にこりと笑ってくれる。私は、昨日の指導を思い出していた。私の施術には迷いがあると高木マネは言っていた。今日は、迷わず解すことを心がけよう。そう考えながら、私はマッサージ台に横になった女性の肩にタオルをかけ、指を沿わせた。ゆっくりと肩から首を撫でていくと、少し強ばった箇所がある。

「では、始めます」

　声をかけて、その筋肉が強ばったところに迷い無く指を入れて、じわじわと揉み解していく。

「……あら？」

　マッサージ台に顔を埋める女性の、くぐもった声が聞こえる。そのちょっと意外そうな調子の混じった声色に、ドキドキしながら尋ねてみる。

「何か、違和感がありましたでしょうか？」

「いえ、大丈夫よ、続けて……」

　満足そうに答えてもらい、少しほっとする。高木マネに教えてもらったことを反復しよう。昨日、どのように肩を揉んでもらっていたかを思い出しながら、私は夢中で施術を続けていた。

　その年輩のお客さんは、いつも四十五分の全身マッサージのコースを頼んでくれる。私は迷いの無さを心がけて、力の強弱をつけながら女性の全身を揉み解していった。最後に、ふくらはぎから足裏までのマッサージを終えて指を離す。ふと顔を上げると、私は女性が寝入ってしまっていることに気づいた。自分の施術でお客さんが寝てしまうなんて、初めての経験だった。

「……お客様、お客様。終わりましたよ」

　小さく声をかけながら背中を揺らすと、女性のまぶたが開く。

「あら……、私寝ちゃってたかしら？　ごめんなさいね〜、あんまり気持ちよかったから、つい」

「いえ！　嬉しいです！」

　私は本当に嬉しかった。自分のように不器用でも、指導の通りに丁寧に施術すれば、お客さんに気持ちよいと言ってもらえる。その事実に顔がほころんだ。

「……上手になったわねぇ」

「はい？」

　お客さんの漏らした一言に、私は小首を傾げて聞き返す。その女性は優しそうな笑顔を浮かべながら、何かを思い出すような口調で語ってくれた。

「いえ、ね。私の娘がすっごく不器用で、あなたを見てると思い出しちゃって。それで指名してたのよね〜。あなたもそうなんだけど、不器用だけどがんばってて、でもいろいろと下手……、ってごめんなさいね」

「えっ、指名って、そんな理由だったんですか？」

　私はちょっとだけショックだった。てっきり、自分の技術を気に入って指名してくれているのだと、そう思っていたからだった。
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「そうなのよ〜、勝手にタニマチ気分というか、この子を応援してあげなきゃ！、って思ってて」

「そうだったんですね……ご満足いただけず、すいません……」

「謝らないで！　私が自分から指名していたんだし。でもね、今日のマッサージ、この前と違ってとっても気持ちよくて、ついうとうとしちゃって。すごいわね、やっぱり若いと、上達するのも早いのねぇ」

　しょんぼりしていた私に、女性が励ましの言葉をかけてくれる。

「また次も、あなたを指名させてね。『いいマッサージ屋さんがいるのよ』って、お友達にも教えておくから」

　心の底から嬉しかった。こんな風に自分の施術を誉めてもらえるのは初めてで、私でもお客さんを満足させられるんだ、と自信になっていく。

（高木マネージャー、ありがとうございます！）

　昨日起きた変なことはいったん置いておいて、私は高木マネに感謝する。丁寧さと思い切りと、緩急をつけたマッサージを心がけて、私はお客さんに施術するようにしていった。

　


　その日から私の指名は、ぼつぼつと増えていくようになった。一週間に二、三件だった指名は、一日に一件は入るようになり、お客さんのリピート率も順調に上がっていく。

「広岡さん、最近評判いいわよ〜」

　休憩時間、笹野店長が声掛けをしてくれる。高木マネージャーはちょっと前に新店ができたので、応援や教育で忙しい。私にかまっている暇はないらしく、ここ一ヶ月半、顔を合わせる機会は無かった。

「はい！　ありがとうございます、笹野店長」

「そうだ、高木から連絡あって、再試験をあさってやりたいけど都合はどうだ、って」

「大丈夫です、受けます！」

　今なら、必ず試験も合格できる。高木マネの教えてくれた技術で、これだけ成長したんだということも伝えたかった。今までは怒られるのが怖くて、二人きりになるのが苦手だったけれど、今は高木マネに早く会いたい、とさえ思っていた。

　『早く会いたい』という気持ちの中に、少し下心が混じっているのも自覚している。高木マネージャーのことを考えると、個人指導の時のあのマッサージを思い出して、ドキドキしてしまう自分がいた。あれはいったい何だったのか、できれば知りたいと思っていた。

　


　翌々日の仕事終わり、久しぶりに顔を合わせた高木マネージャーは、新店舗の応援で外回りが多かったのか、日に焼けて男らしさが増していた。もう営業時間外だし、店長も他の同僚も誰もいない。私と高木マネジャーは、狭いマッサージ室に二人きりで向かい合っていた。

「広岡ぁ、笹野から聞いてるぞ、指名増えたんだってな。俺の個人指導が効いたんだったらいいんだが」

「とても勉強になりました、本当にありがとうございます！」

　高木マネが満足そうに喜んでくれるのが、とても嬉しかった。店舗の立ち上げと新人の教育と、いろいろ忙しかったはずなのに私のことを気に掛けてくれていたのも嬉しい。

「もう絶対、今日は昇級試験合格しますからね、楽しみにしていてください！」

　胸を張ってこう言うと、高木マネが笑って頷いてくれる。絶対合格してみせる、高木マネを感心させてみせる。こんなに昇級試験が楽しみになるなんて、少し前の私が見たらびっくりするだろうな、そんなことを考えていた。

　


「……失礼いたします。まず、首から解させていただきますね」

　横たわった高木マネの肩にタオルを乗せて、私は手のひらを首の付け根に置いた。筋肉の張りや血流の集まり具合が、皮膚を通して伝わってくる。息を吐いて、私はまっすぐ体重をかけた。男の人の体温の高さが心地よく感じる。

「う、っ……」

　高木マネの吐き出した、詰めた声に少し焦る。

「いかがしましたか？」

「いや、大丈夫だ。続けろ」

　こういうやりとりも採点の内なので、ことさらに丁寧に尋ねてみる。元々、接客態度にはあまり問題は無いらしく、だいたいがマッサージの技術での減点ばかりだった。技術さえ上がれば、ちゃんと昇級できるのだ。私は一ヶ月半、お客さんに心がけていた緩急を使ったマッサージの施術をする。

　前回の試験のように、途中で怒られることは無かった。高木マネージャーの首から肩、二の腕、腰、太ももから足の裏までしっかりと私は揉み解す。

「……終了いたしました」

「あぁ……」

　声掛けをすると、高木マネは大きく息を吐きながらマッサージ台から起きあがった。首を回すその仕草を見ていると、途端に不安が沸き上がる。今回もダメだったんだろうか、私は知らず知らずのうちに緊張していた。

「……」

　無言の空気が重苦しい。考え込むような高木マネの、太い鼻梁の目立つ男らしい横顔を見つめていると、息がうまく吸えなくなるような、そんな感覚に襲われる。今日ダメでも、またがんばればいい、そう自分の中で言い聞かして、私は返事を待った。

「よく、がんばったな。広岡」

「……は、はい！」

　ぽつり、と言われた台詞に、私は顔を上げる。

「合格だ。……文句付けたいとこはまだ少しあるからな、満点とは言わないが、技術も合わせて限りなく百点に近い」

「え？　え？　そうなんですか？　ありがとうございます！」

　ほんの一ヶ月半前はあれだけ貶けなしてきた高木マネが、今は私を誉めてくれている。自分の努力を認めてもらえた喜びが、私を浮かれさせた。

「今のお前なら、一級も狙えるぞ。がんばって店長でも目指してみろ」

　高木マネージャーの腕が伸ばされて、私の頭を軽く撫でた。柔らかく笑いかけられたのなんか初めてだったけれど、意外と幼く見えて、胸の奥がぎゅうっと締め付けられる。

（……あれ、これって）

　その感覚には覚えがあった。恋に落ちる前の、ときめくような感覚に私は動揺する。今までがんばってきたのは、高木マネのことを異性として好きだったからなのか、そう考えると、頬が上気していくのがわかった。

「よし、合格祝いだ、何でも言うこと聞いてやる。高い飯でも奢ってやろうか？」

　昇級用の書類を書き終えた高木マネージャーが、振り向きながら言ってくる。機嫌がいいのか、いつもは怖く見える表情が優しく緩んで、私の頬がまた熱くなった。

「……あ、あの！」

「ん、なんだ？　俺と飯はイヤか？」

「違うんです、あの、ご飯より、高木マネのマッサージ、またしていただきたいんですが……ダメなら、いいんですけど……」

　思わず、言ってしまった。言ってしまったけれど、語尾は小さく、はっきりしないものになる。私の言葉を聞いた高木マネが、ニヤ、と口角を上げるのが目に入る。

「あぁ？　ダメじゃないが、またアレすんのかぁ？」

「は、はい！　また、参考にさせてください」

　私は確かめたかった。この前受けたマッサージは、何だったのか。もう一回してもらって気持ちよくならなかったら、あの時は偶然で、性欲がたまってただけとか、体調が悪いとか、そんなのが理由ということになる。

（もし気持ちよくなったら、その時はその時だ）

　そんなことを考えてると、高木マネがワイシャツの袖をまくりあげて首を回し、マッサージの準備をしていた。

「そうか。じゃあ、揉んでやるか」

「是非お願いいたします！」

　マッサージ台を指さされ、横になれとジェスチャーをされるので、私は備品のタオルを顔に当てながら横たわった。

　


　ふかふかのタオルのパイル生地に顔を埋めながら、私はマッサージが始まるのを待っていた。私の上に膝立ちに跨またがった高木マネから、ぐ、と首の付け根を押される。

「んっ」

　声がでたけど、それは反射的なもので性的に気持ちがいい訳ではない。タオルを軽く噛みながら、ゆるゆる揉まれる感触をなぞっていく。

「痛くないか？」

「あ、だいじょぶ、です……っ」

　背中を押され、肩甲骨の裏側に高木マネの手のひらが入る。コった筋肉がはがされていくのが心地よかった。

（やっぱり、うまいなぁ……）

　今のところは普通のマッサージで、特に性感を拾うことは無かった。試験で緊張していたのか、だいぶ固まっていた体がゆっくり解され、眠気を誘うほどにじわじわと温かくなっていく。

「ふあぁ……」

　うっとりとした声を出せば、軽く高木マネが笑うのが聞こえた。やっぱり、この前のあれは、私の何かがおかしかったんだ、こんな普通のマッサージで、あんなにエッチになるなんて無いんだ。少し残念な気持ちと一緒に、私は力を抜いて高木マネの手に身体を預けていた。

「どうだ、広岡？」

「うぅ、最高です〜」

　かけられた声に、ふわふわとしながら答える。マッサージは腰の方まで手が降りてきて、立ちっぱなしで重たくなっていたわき腹あたりを強く揉み始める。本当に気持ちがよくて、私は蕩けそうになっていた。

　極上のマッサージを続けられ、半分まどろんでいた私は、覚えのある「それ」によって一気に覚醒した。

　私のももの上に、熱い何かが当たっていた。

（あれ、これ……硬く、なってる？）

「それ」は前の時とは違い、硬く熱く、私の身体に触れている。重量感も大きさも段違いのそれが、ぐい、とももに押し付けられる刺激に、驚きと一緒に声が出てしまう。

「ん、あっ?!」

　出てしまった声を、必死にタオルに吸い込ませる。その動きがワザとなのか、私には判断がつかなかった。ただ、勃起した「それ」の感触に、興奮している自分がいた。

「……興奮してるのか、広岡ぁ？」

「え、えぇっ！」

　心の中を見透かされたような言葉に、驚きと一緒に心臓が早鐘のように鳴り始める。バレちゃいけないと、必死に隠してきていたはずなのに、高木マネに気づかれてしまったのだろうか。

「な、なんのこと、ですか……??」

　ごまかさなくてはいけない。平静を装いなんとか答えるが、絞り出した声は途切れがちになってしまう。

「なんのこと、じゃねえぞ？　わかってんだよ。そんなに俺に触られるの、気持ちいいのかぁ？」

　言葉と同時に、脚の上に高木マネが全体重をかけてくる。慌ててマッサージ台から降りて逃げようと身体を捻ひねったけれど、高木マネに脚に乗りかかられた上に、片手で首を押さえられて、身動きはとれなくなった。ももに押し付けられているのは、高木マネのアレなんだろうか。ガチガチになっているのがはっきりわかり、私の喉が軽く鳴った。それでも、なけなしの理性が邪魔をして、私はイヤイヤをするように首を振っていた。

「ち、違います、き、気持ちよくなんかなって、あっ！」

「バカだなお前。そんな情けない声、感じてんのバレバレだろうが」

　否定はしたけれど、お尻を強く揉まれて、突然の性感に背筋が反ってしまう。身体の奥の方から沸きだしてくる熱さに、私はどんどん追い詰められていった。

「……顔見せろ、広岡」

　ふ、っと脚の上が軽くなったと思えば、私の身体は力の入らないまま仰向けに返されていた。高木マネの厚みのある胸板が、私に覆い被さってくる。

「ご希望のマッサージ、してやるとするか……」

　独り言のように呟く高木マネに手早く白衣の上をまくりあげられて、ついでにブラも外されて、大きな手のひらが私の胸を直接わし掴みにする。触れられた手の形に肌が熱くなり、じんじんと痺れるような快感を脳に伝えてくる。硬く尖った乳首と、無意識に揺れる腰を見比べて、高木マネが感心したようにつぶやいた。

「お前、胸、弱いな。この前もちょっと揉んでやったらエロ声になりやがって」

「え!!　あ、あれ、マッサージ、じゃ……？」

　驚いて返すけれど、高木マネは喉の奥でくつくつ笑っている。

「あんなのほんとにやったら、セクハラだろうが。お前が好きだから触ってんだよ」

　意外な言葉に、いまいち理解が追い付かない。

（え、いま、好き、って……？　まさか、高木マネが、私のこと）

「あ、あの、あの……？　好き、なんですか？私のこと？」

　よくわからずに聞き返せば、高木マネに大げさにため息を吐かれてしまった。

「おまえなぁ、俺が、好きでもない女にこんなことするとでも思ってんのか？　ずっと狙ってたんだぞ？　お前にこうやって触りたいってなぁ」

　あんなに厳しかったのに、私のことをさんざんに貶してきたのに、そんな風に思われていたなんて、私は信じられなかった。

「う、うそ……」

「嘘なんかつくか、バカ。お前の個人指導の話を聞いた時は、心の中でガッツポーズしたしな」

　きゅ、と乳首を捏こねるように摘ままれ、私は唇を噛んで声を堪える。高木マネは私の薄い胸を、愛おし気に揉み解しながら、低く囁いてくる。

「ほんとはあん時にヤッてやるか、って思っていたんだけどな、逃げられちまって、それからずっとお預けくらってたんだ。今日はもう、我慢しねぇ」

　発情したケダモノみたいな笑みを、高木マネが浮かべた。その笑顔に、私はこの人に貪られたいと、いやらしい全てを暴かれてしまいたいと、そう考えてしまった。身体から、すとんと力が抜ける。

「……なぁ広岡ぁ、お前も、俺のこと好きなんだろ？　好きって言え。そうしたら、壊れるまで抱いてやる」

　耳元で熱い吐息混じりに囁かれ、私の理性の糸はぷつりと切れる。

　大好きな高木マネージャーに抱いてもらいたい。この前みたいな中途半端なのじゃなくて、もっと深い快感を味わいたい。

「好き、です……、好きです。私も、高木マネのこと、好きです、大好きです！」

　告白をすれば目の前の瞳がすぅと細くなり、高木マネの顔が降りてくる。唇をこじ開けられ、熱い舌をぬるりと挿れられて、口の中を乱暴にかき回される。

（……はぁ、きもち、いい……）

　とろけるようなキスに、頭がぼぉっとしてきて、幸せな気分が胸一杯に広がった。おずおずと腕を持ち上げて、覆い被さる高木マネの太い首に回すと、そこは汗ばんでいて熱かった。私で興奮してくれているのだと思うと嬉しくなる。

　間接照明だけになったマッサージ室の中、高木マネージャーは私の制服を片手で脱がせ、自分もさっさと全裸になってしまう。さっきまで私に押し付けられていた股間のそれが視界に入り、その大きさにうっかり目が留まってしまった。

「なに見てんだ、スケベ」

「スケベ、ってぇ、やめてくださいよ、高木マネージャー……」

　私の返答に、高木マネは大げさに顔をしかめた。

「バカ、お前、こういう時に役職で呼ぶな。敦士って呼べ。……美奈子」

　初めて呼ばれた下の名前に、じんわり胸の奥が熱くなった。

「……はい、敦士、さん……」

　また軽い口づけを落とされて、二人の吐息が混じり合う。太い指が私の身体を這い、的確に性感のツボを押してくる。

「ふあ……、あっ、んん……」

「声、出せよ。どうせ誰もいやしねぇ」

「で、でも……ぉ」

　いつもの職場でセックスをしてる、というのがどうにも恥ずかしくて、私は遠慮していた。私の戸惑いがわかってるのか、敦士さんが煽る言葉を言ってくる。

「……この前の時、お前めちゃめちゃ声我慢してたろ。おもしろかったぞ」

「はぁ？　面白がらないでください、わ、私、必死だったんですからぁ……、ぅあ、あんっ！」

　声を荒げる私に、黙れとでも言うのか、乳首をきつくつままれる。

「すまんな、つい、かわいくて、エロいことしちまったな。……まぁあそこまで感じるとは、思っては無かったが」

「ば、バカぁ、恥ずかしかったのにぃ！」

　嬉しそうな敦士さんの表情が、とても恨めしい。

「……俺でエロくなってくれて嬉しい、美奈子。もっとエロくしてやるからな？」

「や、んんっ……！」

　敦士さんが、私の胸のふくらみを揉みしだく。同時に右の乳首を口にふくまれ、思わず甲高い声がでた。

「……っ、は、ああっ、んぅっ！」

「声が小さいぞ、もっと強くしてやろうか？」

　ぎり、と乳首に歯を立てられ、腰が跳ね上がる。硬くしこったそこを、敦士さんに舐めたり揉まれたりしつこく責められて、その舌と指の動き通りに喘ぎ声が漏れた。

「あ、やぁ、おっぱい、いじめないでぇ……」

　じゅ、じゅ、と、緩急をつけて強く弱く吸われると、尾てい骨の奥の方に甘く重い快感が溜まっていく。気持ちよくて腰がゆらゆらと動き、誘うように敦士さんの太ももに下腹を押し付けてしまう。

「ん？　こっちもいじめてほしいってことかぁ？」

　人の悪そうな笑みを浮かべながら、敦士さんは私の股間へと手を伸ばす。そこに触れてほしい、いっぱいイキたい、そんなことを考えながら、私はうなづくしかできなくなっていた。

　ぐい、と太ももを割られ、敦士さんの顔が私の脚の間に入る。指で濡れた肉襞を割り開かれ、外気の当たった粘膜がひやりとして、そんな刺激にも身震いしてしまう。

「……どろっどろじゃねえか、すげぇぞ」

「いやぁ、言わないで、ください……」

　煽るような言葉に羞恥を引き出され、私は顔を腕で覆う。敦士さんの息が、愛液でぐしょ濡れの粘膜にかかったと思うと、次の瞬間、そこをぱくりと食べられた。

「ひ、んんっ！」

　ぎゅ、とクリトリスを強く吸われ、頭の中に白い閃光が爆はぜる。そのまま舌が亀裂を割り、奥へと潜り込んでくる。ぴちゃぴちゃと、湿った音が私の股間から漏れて、恥ずかしくてどうしようもないのに、それでも身体は感じ続けていた。

（気持ちよすぎて、おかしくなりそう……）

　全身の肌が熱く火照り、触れられたところからじわりと快感が背筋を這いのぼる。いやらしい汁が奥からとめどなく溢れるのもわかり、それを音を立ててすすられると、それだけで軽く達してしまいそうになる。

「すげぇな、お前、エロい……」

　顔を上げた敦士さんは、今度は膣口に指を潜り込ませてくる。

「慣らしてやろうか、と思ったんだが、こんだけ濡れてりゃ必要ねぇか」

「や、ぁん……っ、あ、ん、んぁ！」

　すぐに、人差し指だけでなく中指も根元まで突き入れられてしまう。指を膣の中で遊ばせるようにバラバラに動かされ、もどかしい刺激に腰が浮いた。きゅ、きゅ、と誘うように、膣壁はその指を締め付けてしまう。

「あつし、さん、きもちい、そこ、そこぉ……」

　Ｇスポットなんだろうか、中の感じるところを重点的にこすられて、思わず言葉が出た。

「ここか？」

「ひっ！　あ、い、いく、イくぅ！」
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　膣内のその箇所を強く押され、快感に大きく背筋を反らす。同時に親指がクリトリスを押しつぶすように動かされ、目の前に白く火花が飛び、私は軽いオーガズムに達してしまう。

「は、はぁ……、は……」

　ぬるりと太い指が抜かれて、私はやっと一息つくことができた。額の汗を手の甲で拭っていると、部屋の隅から敦士さんが、備品の電動マッサージャーを持ってコンセントにつなぐのが見えた。

（……やだ、まさか）

　私は怯えてしまう。敦士さんの手でさんざんに乱れてしまったのに、あんなのを使われたらたまらない。慌ててマッサージ台から降りようとするけれど足首を掴まれて、元の体勢に引き戻される。

「あの、ダメですよぉ！　それぇ！」

　叫んだってやめてくれるはずもなく、ブゥンと低い動作音ととも震えはじめた灰色の丸い部分を、敦士さんは容赦なく私の股間に押しつける。

「ふ、あああああっ!!」

　ガクン、と背中が反って、私はあっさり達してしまった。跳ね上がった足や私の反応を見ればイったなんてすぐわかるはずなのに、敦士さんは振動を止めるどころか、更に強くマッサージャーのスイッチをスライドさせる。

「うう、うぁ、あああっ、あっ、っ、またいっひゃ、う、いっひゃう、らめぇぇ！」

　連続でイかされ、私は涎を垂らしながら止めてくれるように哀願する。頭の中で閃光が何度も白く爆発して、痙攣が止まらない。それでも敦士さんは私の震える身体を押さえこんで、クリトリスを潰すようにマッサージャーを押しつけてくる。

「いや、いや、あー!!　っ、むり、きもちいいの、も、むりぃ、いく、いってる、もぉ、ゆるひてぇ……、っ！」

　無理だ、許してと何度も口にしているのに、ゴリゴリと股間を刺激されておかしくなりそうだった。身体の中が爆発したみたいな性感を送り込まれて、もう、考えることもできなくなった。

（もうむり、おかしく、なる）

　限界を迎えそうになる寸前、股間から低い機械音が消え、私はやっと正気に戻る。

「あ……、あ…………」

　もう、掠れた声しか漏らせない。イきっぱなしだったせいか、目尻からは幾筋も涙が伝って、瞳は潤みはっきりと見えない。その霞んだ視界の中、笑う敦士さんの顔が近づいてくる。

「お前、イきすぎ。ヤバいな、かわいい……」

「ふぇ……？」

　両手で頬を挟まれ、キスを受ける。朦朧とした頭でなんとか応えようとするけど、身体は上手く動かず、重い腕を首に回すのが精一杯だった。

「挿れるぞ」

　低い声を真っ赤に染まる耳たぶに囁かれるが、一瞬、何を言われたか理解できなかった。それでも膣口に突きつけられた熱い塊で、今から自分が何をされるのかを思い知らされる。

「……だめぇ、イったばっかりなのにぃ……」

　さっきの強烈な絶頂の余韻でまだ身体は熱く、意識もはっきりしない。いま、挿れられたら、本当におかしくなる。

「バカだなぁ、お前。んなこと言われたら、ますますぶち込みたくなるんだぜ、男ってヤツは……っ」

「ひ、ひぁぁぁ！　や、っ、ああああ!!」

　とてつもない大きさの肉塊が、私のそこを一気に貫いた。最奥を犯されて、私は何度目かもわからない絶頂に追い詰められる。

「……っ、はは、挿れただけでイきやがって、やらしいなぁ、美奈子」

「ちがう、ひが、あつしさんのが、おっきぃ、からぁ……！」

　嫌々と子供のように首を振りながら、私は必死に否定する。そんな私のことを楽しそうに見下ろしながら、敦士さんはゆっくりと腰を引き、また力任せに打ちつけてくる。

「んあああっ！　あん、あ、あっ、あっ、ああ……」

　開けっ放しの口から、涎といやらしい喘ぎ声をまき散らしながら、私は何度も何度も達し続ける。

「エロい声、いいぞ、美奈子……」

　ぐちゅ、ぐちゅと、敦士さんの腰の動きの通りに湿った音が小さな部屋に響き、私は嬌声をあげ続けた。気持ちよくて、気持ちよくて、もう他のことが考えられない。

「……美奈子、すきだ」

（わたしも、あつしさん、好き）

　囁かれる声に応えようと、口を開くけれど、それでも甲高い悲鳴が切れ切れに漏れるばっかりで、言葉にならない。敦士さんはそんな甘い悲鳴を飲み込むように口づけてくる。膝が肩に付きそうなぐらいに身体を折り曲げられ、膣の一番奥深く、子宮口までを抉られた。

「すごい、すごいの、奥まで、あっついのぉ……」

　太くて熱いそれがいっぱいに私の中で張りつめて、幸せな気分が私を満たす。敦士さんの舌が私の咥内に差し込まれ、隅々を舐め回すのも心地よかった。

「く、っ美奈子、出すぞ、うぐ、んんっ！」

「ほしい、あつしさん、奥、ほしい、あああっ!!」

　締め付ける先端が大きく震え、なま温かい粘液が子宮に浴びせかけられるのがはっきりわかった。ぎゅうぅっと、まるで搾り取るように私の肉の襞が収縮し、その度に私は深い快感を味わった。

（あ、でてる……）

　じわじわと広がる温い粘液が、心地よかった。敦士さんが、私の中で出してくれた。そう思うと、嬉し涙に視界が歪む。

「……みな、こ」

「あつし、さん、好き……」

　抱きしめながら囁く声に、幸せいっぱいで応える。厚い胸板にすがりつけば、強く抱きしめ返してくれる太い二の腕に嬉しくなってしまう。

　


　その次の言葉に、私は一瞬で我に還る。

「おい、もう一回ヤるぞ」

「……え!?　ダメですよ、明日仕事ですよ？」

「うるさい、壊れるまで抱いてやる、って言っただろうが！」

　身じろぎすると押さえ込まれ、私の中に挿入されっぱなしだった陰茎がむくむくと膨らんでいく。その誘惑に負けそうになりながら、私はじたばたと無駄な抵抗をする。

「い、イヤですぅ！　私、あんなにイっちゃって腰抜けそうなんですからぁ、ダメ！」

「有給申請してやるから、な？」

「ダメですよぉ、指名予約入ってるのにぃ……！」

　私の叫び声は虚しく、誰もいない店舗の中に溶けて消えてしまう。すぐにその声も甘くなり、いやらしい水音とぶつかる肌の音が響くだけになる。

　二人の淫らな夜は、まだまだ始まったばかりだった。

★おわり★










【黄田原秋生短編集①】

恋のふしだら整備不良 ハジメテは年上彼氏に奪われて




  初版発行　２０１７年４月１日

  著　者■黄田原秋生

  発行人■角谷　治

  発行所■株式会社 ぶんか社

  
    〒１０２－８４０５

    東京都千代田区一番町２９―６

  

  (C) Akio Kitahara 2017

  


  ※本書の一部・あるいは全部を当社の許可なく複製、転載、上演、放送することを禁止します。




item/image/img-009.jpg





item/image/img-008.jpg





item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg





item/image/cover.jpg
N g
" F*glrl NOVELS
SADHY

*%“Q

s~

Yy
4

AN x«/

s

—

Sanng

4 y B
A\ AA
N

IRVt HEN Xy 5~
~ELLA7FTHL LA
\ ILLUSTRATION BRATRESE
WED=y =5
stk L i O A TE iy

ILLUSTRATION ER;OJd+%Z






item/image/tobira-001.jpg
i e clo]
# EEEIFYIRER

Sgitl NOVELS
FAD

Ah *:I:J

—





item/image/tobira-003.jpg





item/image/tobira-002.jpg
J
1.
5
AL






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/img-017.jpg





item/image/img-016.jpg





item/image/img-015.jpg





item/image/img-014.jpg





item/image/img-011.jpg





item/image/img-010.jpg





